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甲府市内には、今か ら8,000年以上前の縄文時代早期か ら、新 しくは甲府城 に代表 され る

江戸時代の遺跡 まで、240箇 所以上の遺跡が確認 されています。この中には、横根桜井地域

に見 られ るような、積石塚古墳 をまとめて数 えていますので、それ らを個別 にす ると400箇

所以上が確認 されていることにな ります。

遺跡の大半は地下 に埋 もれているため、「埋蔵文化財」として扱われ、文字資料だけでは

知 ることので きない先人たちの生活・文化 など、甲府の成 り立 ちと歩みを考 える上で、私

たちに多 くの情報 を与えて くれ る貴重な財産です。 しか し近年の各種 開発 により、遺跡 を

含めて周辺の環境 は大 きな変化 を遂げつつあることも事実です。

甲府市では文化財保護の立場か ら、国及び県の補助金 を得て、公共事業 を始め市内各地

の個人住宅建設等小規模 な開発 に対 して、事前の確認調査や発掘調査 を実施 して きました。

その結果、甲府の歴史をひ も解 く上で大変貴重な成果 を上 げることがで きま した。

本書は、昭和61年度か ら平成 5年度 までに行われた試掘調査 をは じめ とす る小規模 な調

査の報告書 として、今後の文化財の保護な らびに地域の歴史研究の一助 として、市民、学

校 を始め とし、各種機関にご活用いただければ と存 じます。

最後 にな りましたが、調査 を実施す るにあた りご理解 とご協力をいただ きました地権者

な らびに地元関係者の皆様 に厚 く御礼 申 し上 げます。

平成 16年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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本 書 は、昭和 61年度か ら平成 5年度 にか けて実施 した甲府市 内にお け る各種 開発行為

に伴 う試掘調査の報告書であ る。

本 書 に収録 した調査 は、文化庁・ 県教 育委員会 の指導の もと、 甲府 市教 育委員会が主

体 とな って実施 した。調査経 費 は国 。県 の補 助金 の交付 を受 けた。

3.調 査 は、信藤祐仁・伊藤正幸・鈴 木俊雄 (元教 育委員会文化財主事 )が担 当 した。

4.本 書 の執筆 は信藤祐仁・伊藤正幸 。平塚洋一・鈴木 由香 (法政大学卒 )が、編集 は中

込  功 (文化芸術課長 )を編集責任者 とし、鈴木 由香が行 った。

5。 本 書 の挿 図 は、内藤真千子・鈴木 由香 。清水秀樹 (文化芸術課嘱託 )・ 栗 田かず子・望

月秀和 (現一宮町教 育委員会 )が作成 した。

6。 本 書 に係 わ る出土遺物及び記録 図面・ 写真等 は甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

7.発 掘調査 にあた り、土地所有者 の御協 力 を賜 った。
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1.遺構・遺物番号は、各調査1地 区単位 で通 し番号 とした。

2.遺構名 は、各遺構の性格や形状 に応 じて調査 当時、各担 当者が名称 を付 し.た 。今後、

新 たな調査等 により全体の把握 がなされた場合、変更が生 じる可能性がある。

3.全体図 。遺構・遺物実浪1図 の縮尺 は、図面上 に表示 したスケール の とお りである。

4.調査区位置図には、甲府市都市計画図 (■/2500)を使用 した.が、一部調査対象区域が

広大な もの についてはこれ を通宜縮尺 して掲載 した。

5。 違物観察表 中の色調 は「標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1997

後期)に基づ いて記載 した。

6.図面のスク リーン トー ン指示 は、イ回々の図面上また は遺物観察表 に表示 している。
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宮ノ脇遺跡

調 査 位 置  甲府 市善 光 寺 二 丁 目10番地 他

調査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 里 垣 小 学校 体 育館 改 築工 事

調 査 面 積 500m2

調 査 期 間  昭 和 61年 6月 5日 ～ 6月 21日

調査 担 当者  伊 藤 正 幸

調査の概要

広義 の高倉川扇状地扇 端部 に立地 す る本遺跡 は、高倉川 左 岸 に位 置 し標 高265m程 を測

る。高倉川扇状地上 には多 くの遺跡 が知 られてお り、扇状地 北部 で は「北原古墳群」 と呼

ばれ るように古墳 も数多 く分布 してい る。

宮 ノ脇追跡 は縄文時代 及 び平安時代以降の遺物の散布地 と して周知 されてい るが、今 回

この地 に里垣小学校体 育館 の建設が計 画 されたため発掘調査 を実施 した。調査 は体 育館建

設予定地全面 を対象 とし、面 的 に調査 を行 なった。

現地表 か ら、-50cmの 位 置 で集石 遺構

り、近世以降の土器及び陶磁 器の破 片が

伴 出 した。集石 下部 に掘 り込 み等 は認 め

られず、性格 は不 明で あ る。

1基が確 認 され た。 自然石 が不規則 に集 中 してお
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いずれ も破 片で あるが、土器及び陶磁

器が出上 した。

上器 は婉及び鉢 で、 いずれ も近世後 半

の所産 と考 え られ る。

陶磁器 は皿、碗 及び甕が確 認で きる。

や は り近世の所産 であろ うが、 13の 陶器

の皿 は底部 に トチ ン閉が認 め られ、時期

的 に も大窯 1か 2にとし定 され る。

ま  と  め

本遺跡が位置す る里垣地 区 にはこれ ま

でに善光寺北遺跡、北原遺跡 、本郷遺跡

等が調査 され、縄文時代 か ら中世 までの

遺跡の存在 が確 認 されてい る。今 回の宮

ノ脇遺跡では高倉川 の氾濫 あ るいは葡萄

の耕 作 に よ り攪 乱 を受 け た可 能性 が 高

く、 多 くを言及す るには至 らなか った。

(伊藤正幸 )
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表 1 宮ノ脇遺跡出土遺物観察表
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図 2出 上 遺 物

( )復元値、単位 (cm)

番号
種   別

器   種
Iコミ            進豪と  (cm)

部位 調 整  な ど 土 焼 成 色 調 備   考
雁   地 日 径・ 器 高・底 径

l 土   器 壷 (129)・  ― ・ ― 日縁 音[ ナ デ 長石・ 金雲母・ 赤色粒子 良 橙 5YR 6/8

2 土   番 坑 (120)・  ― ・ ― 日縁郡 ～

体部
ナ デ 長石 石英・金雲母 良 1美 責橙 10YR 8/3

3 土   器 鉢 ― ・ ― ・(160) 底部 ナ デ 雲母・ 金雲母 良

内)責灰 25YR 6/1
外)に求 い黄褐 10YR

5/3

4 土   器 不   明 ― ・ ― 。(80) 底部 ナ デ 釜雲母 良

内)橙 5YR 6/6
外)によい黄橙 10YR

7/3

5 陶   器 碗 (90)。 (23)。 (62) 日縁部 ～

底部
施釉 密 艮

6 陶   器 灯 明 皿 (76)。 (135)・ (40) 日縁喜Б～

底部
施釉 密 長

7 陶   器 皿 (90)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体部
施釉 密 良

8 陶   器 皿 (180)・  ― ・ ― 日縁部 施釉 密 良

9 陶   器 甕 (196)・  ―  ・  ― 日縁部 施釉 密 良

陶   器 碗 か ― ・ ― ・(80) 底部 外面施釉 密 良

陶   器 碗 ― ・ ― 。(42) 底 部 内面施釉 密 良
見込部・高台畳付
にトチン痕

磁   器 碗 ― ・ ― 。(40) 底 部 級 密 良好

胸   器 皿 ― ・(12)。 (62) 底 部
緑釉

見込部 に菊 印
密 良

大窯 1か 2

底部にトチン痕

磁   器 碗 (99)。  ― ・ ― 日縁 部 ～

底部
級 密 良 好

磁   器 碗 (100)。  ― ・ ― 日縁部～
体部 級 密 良 好

磁   器 皿 ― ・ ― 。(80) 底部 級 密 良好

磁   器 皿 ― ・ ― ・(60) 底部 畳付無釉 級 密 良好

-2-



写真 1 調 査 区 近 景

写真 2 集 石 遺 構

写真 3 調 査 風 景

-3-



小瀬氏館跡

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

甲府 市 小瀬 町 590番地 他

甲府 市

五 割川 河川 改修 工 事

1,500m2

(第 1次調 査 )

昭 和 61年 6月 25日 ～ 7月 10日

(第 2次調 査 )

昭 和 62年 3月 1日 ～ 3月 31日

伊 藤正 幸

調 査 の概 要

濁川 の沖積 原上、標 高 255m程の平 坦 地 に位 置 す る。本来 諏 訪神 社 の社 地 で あ ったが、鎌

倉 時 代 の初 め に諏 訪 神 社 を下 鍛 冶 屋 町 の鈴 の 宮 に合 祀 し石 和 五 郎 信 光 が 居 館 を造 営 した

とい う。鎌 倉 時代 以 降、 小笠 原 長清 、右 馬助信 長 、小瀬 宮 内大輔 信 堅 らが居 を構 えた と伝

え られ、 江 戸 時代 に は玉 田寺 の寺域 とな った。 玉 田寺 は大 正 時代 まで存続 したが、 その後

民有 地 とな り現 在 にいた る。

昭和 61年度 に五 割川 の河川 改修 工 事 が計 画 され 同計 画 が館 跡推 定地 内 を縦 断 す る もの で

あ った ため、 甲府 市教 育委 員会 で発掘 調 査 を実施 した。

調 査 成 果

層序 調 査 で は、砂 若 し くは砂 利 が厚 く堆積 して お り、 度 重 な る工 割川 の 氾濫 を芽 詣 させ

た。 以 下 に基 本 土 層 を示 す 。

第 I層  茶 褐 色 土 層  耕 作 土 層 (30cm)

第 H層  褐 色 土 層  黄 茶褐 色砂 粒 子 を多量 に合 む。 (40cm)

第Ⅲ 層 黄 茶褐 色砂 利 層

第Ⅲ 層上 部 に は、灰 白色 細粒 砂 層 が 5 cmほ ど確 認 で きる部分 も認 め られ た。遺構 及 び遺

物 の確 認面 は第 Ⅱ層 中で あ る。

当初 現地 に残 され て い る南 北 に細 長 い微 高地 を上 塁 と想 定 した。遺 物 の分 布 が この微 高

地 を境 に大 き く差 が あ るため だ が、 上 の堆積 状 況 に特 徴 や 変化 を認 め る こ とはで きず、確

証 を得 るには至 って いな い。

遺 構 と して は土坑 2基 と10イ回の注 穴 (ピ ッ ト)が確 認 で きた に止 まった。

上坑 は直径 80cm、 深 さ10cm前 後 でや や浅 い。 また柱 穴 は直径 15～ 30側、深 さ10～ 20cm程

度 で あ る。 いず れ の遺 構 中か ら も遺 物 は確 認 で きなか った。

同一面 か ら、古 墳 時代 後 期 の上 器 の小破 片及 び、平 安 時代 か ら近 世 に至 る土 器・陶磁 器・

古銭 な どが確 認 され た。 この うち図示 で きた もの は70点 で あ る。量 的 に は 中世 後 半 か ら近

世 に位 置付 け られ る土 師質 土 器 及 び 、 同時期 の陶磁 器 が 8割 を 占め て い る。

構遺

物遺



土 師質 土器

31点 が 図示 で きた。 か わ らけ は肉薄 の ロ ク ロ成形 に よ り、底 部 には糸切 痕 が確 認 で きる

が、一 部 の もの には成形 後 手持 ちヘ ラ削 りの痕 跡 が認 め られ る もの もあ る。皿 は厚 手 の も

の が 多 く、 胎 土 も粗 い。

一―吉Бの 上器  (Nα l ・ 3 ・ 4 ,28) に は、 その器 形 白勺牛手徴 か ら13tr糸己中葉 か ら後 半 に位 置

付 け可 能 な北 陸 系 の 上師 質 土 器 も認 め られ た。

陶器 及 び陶質 土 器

碗 、甕、壷、悟 鉢、灯 明皿 、水 鉢 等 が 出上 した。 これ らの うち Nα 56は 四耳 壷 を、 また Nα 57

は鉢 を、 それ ぞれ 骨壺 と して転 用 して い た。

磁 器

鏑 蓮 弁 の文様 を持 つ青磁 碗 の体 部 と思 われ る破 片が検 出 して い る。 この 内、 No53番 の も

の は 中国青目泉 窯系 の青磁 で あ る。

その他 の遺 物

銅 製 品 と して、煙 管 1点 、古銭 8点、石 製 品 と して 凹石 1点 が検 出 され た。

ま  と  め

小瀬 氏館 跡 は鎌 倉 時代 の館 跡 と して位 置付 け られ て い る。 現地 に認 め られ る若 千 の微 高

地 が土 塁 を、 また屈 曲 した五 割 川 の流 路 が堀 を示 して い る とされ る。 今 回 の発掘 調 査 で は

館 跡 を裏 付 け る遺 構 は確 認 で きなか ったが、 出土遺 物 か らその可 能性 につ いて あ る程 度推

測 す るこ とは可 能 で あ ろ う。

現 在 の小瀬 町 及 び その周 辺 には、 中世 の伝 承 及 び 史跡 が 多 く、小瀬 団地 の 中 に あ る富 士

塚 は小笠 原 長清 に よ り誅 殺 され た源 有雅 を弔 った塚 とい われ る。 また天 津 司 の舞 が 小瀬 町

の天 津 司神 社 か ら下鍛 冶 屋 町 の諏 訪神 社 へ御 幸 す るの は、本 来 諏 訪神 社 の社 地 で あ った所

へ石 和 五郎 信 光 が 居館 を移 した ため に諏 訪神 社 が遷 宮 した と伝 え られ て い る。

小瀬 氏館 跡 と伝 え られ る小瀬 氏 が登 場 す るの は室 町 時代 にな ってか らで、 宝徳 年 中 に武

田安芸 守 巨勢 宮 内大 輔 信 堅 の居館 とな った こ とに よる。 その後 、 武 田民 部 小輔 信 乗 が暮 ら

す が 、後 に玉 田寺 の境 内 とな り現 在 で は畑 とな った。 玉 田寺 の名残 は、 数基 の石 造物 と墓

石を残すのみである。 (伊藤正 幸 )

‐

写真 1 調査区遠景
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表 1 小瀬氏館跡遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番号
種  別

器   種
法    量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 日 径・器 高・底 径

1 土   器 かわらけ (92)・ (22)。  一 日縁吉Б～

底部
手づ くね 金雲母・ 長石・赤色粒子 良 にぶしヽ橙 7 5YR 7/4

2 土   器 かわらけ (102)。 (16)・ (50) 口縁吉[～
底都

手づ くね 金雲母 良 褐灰 10YR 4/1

3 土   器 かわらけ (92)・ (17)。 (74) 日縁 部 ～

底 部
手づ くね
2箇所穿孔 金雲母 。長石・石英・赤色粒子 良 橙 75YR 7/6

4 土   器 かわらけ (80)。 (16)。 (60) 日縁吉F～
底部

手づ くね 金雲母 。長石・石英・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

5 土   器 かわら子す (80)。 (13)・ (58) 日縁言F～
底部

手づ くね 金雲母・ 長石 良 橙 7 5YR 7/6

6 土   器 かわらけ (94)・ (19)・ (66) 日縁部 ～

底部
手づ くね 金雲母・長石 良 橙 5YR 6/6

7 土   器 かわらけ (70)・ (18)・ (46) 日縁吉Б～

底部
手づ くね 金雲母・長石 良 橙 5YR

8 土   器 かわらけ (120)・  ―  ・ ― 日縁言[～
体部

手づ くね 金雲母・ 赤色粒子 良 にぶい橙 75YR 7/4

9 土   器 かわらけ
日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・ 長石・ 石英 良 橙 5YR 6/6

土   器 かわらけ ほぼ完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母 長石・ 赤色粒子 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 かわらけ 119 ほぼ完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母 。長石・赤色粒子 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 かわらけ (100)。 (24)・  54 ほぼ完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母・ 長石 良 黒 7 5YR 2/1 熱 による黒変

上   器 かわらけ 112 24 60 ほぼ完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母・ 長石 。赤色粒子 良 橙 75YR 7/6

土   器 かわらけ (112)・ (23)・ (60) 日縁吉椰～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・長石・石英 良 によい黄橙 10YR 7/4

土   器 かわらけ (131)。 (27)。 (66) 日縁部 ～

底都

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・ 長石・石英 良 橙 7 5YR 6/6

土   器 かわら1す (116)・ (30)・  63 日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・ 長石・石英 良 橙 5YR

17 土   器 かわら1) (120)・ (25)・ (64) 日縁音5～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 。長石・ 石英・赤色粒子 良 強 5YR

18 土   器 かわらけ (116)・ (28),(64) 日縁音F～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金_T母・長石・石英・赤色粒子 艮 橙 5YR

土   器 かわらけ (120)。 (26)・ (60) 日縁著[～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 ,長石・石英 。赤色粒子 良 橙 5YR

上   器 かわらけ (108)。 (56)・ (56) 日縁著Б～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・ 長石・石芙 良 橙 5YR

21 土   器 かわらけ (118)。 (25)・ (60) 日縁吉[～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母・ 長石・石英 良 橙 5YR 6/6 日縁部にスス付着

上   器 かわらけ (124)。 (31)。 (60) 日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金_T母・長石・ 赤色粒子 良 にぶい橙 75YR 6/4

土   器 かわらけ (116)・ (24)・ (68) 日縁 部 ～

底 部

ロクロ

底部回転糸切 り
金雲母・ 長石・石英 良 橙 5YR

土   器 かわらけ (110)・ (21)・ (56) 日縁吉5～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 長石・赤色粒子 良 橙 5YR

土   器 かわら1す (132)。 (24)。 (66) 日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 。長石・石英・赤色粒子 良 にぶい橙 7 5YR 6/4

上   器 かわらけ (80)。 (25)。 (50) 日縁音Б～

底部

ロタロ
底部回転糸切 り 金雲母 長石・ 赤色粒子 良 にぶい橙 5YR 6/4

上   器 かわらけ (80)。 (17)・ (48) 日縁音Б―

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 。長石・赤色粒子 良 橙 5YR 日縁部にスス付着

上   器 かわらけ 25 完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母 長石・石英・ 赤色粒子 良 橙 7 5YR 6/6

土   器 かわらけ (106)・  ― ・(79) 日縁菩Б～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 。長石・石英 良 にぶ い赤褐 5YR 5/4 日縁部にスス付着

土   器 かわらけ (98)・ (23)・ (75) 日縁吉5～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金ヨ母・長石 良 にぶい橙 5YR 6/4 日縁部にスス付着

土   器 かわらけ (65)。 (13)・ (46) 日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り 金雲母 良 橙 5YR 6/6

土   器 台付甕 ―  ・  ―  。(88) 脇陪冊 ナ デ 金雲母・ _‐母・長石・石英 良 にぶい橙 7 5YR 6/4

土   器 橘 鉢 (326)・  ― ・ ― 日縁部 ロクロ 金雲母・雲母 。長石 良
内)褐灰 10YR 6/1
外)灰 色 10YR 8/2

土   器 鉢 (294)。  ― ・ ― 印縁部～

頸部
ロクロ 金雲母・雲母・ 長石・石英 良

内)褐灰 10YR 6/3
外)に ぶい黄橙 10YR

6/3

土   器 悟 鉢 体をБ ロクロ 金雲母・ 長石 良 責灰 25Y6/1
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表 2 小瀬氏館跡遺跡出土遺物観察表 ( )復元に、単位 (cm)

番 号 器  種
法 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
地 日 径・器 高・底 径

土   器 鉢 (285)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体部
ロクロ 雲母・長石・ 石英 良

内)に よい責橙 10YR
7/3

外)灰 黄褐 10YR 4/2

土   器 悟 鉢 日縁 部 ロクロ 石央 良 にない橙 7 5YR 7/4

土   器 火鉢
日縁部 一

体部

ロクロ

外面 に花文
金雲母・ 長石・雲母 良

内)灰白 25Y7/1
外)黄灰 25Y6/1

土   器 火鉢
日縁部 一

体部
ロクロ 密 良 灰 臼 25Y7/1

陶   器 天目茶碗 (130)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体部
鉄 釉 密 良

陶   器 天目茶碗 (130)。  ―  ・ ― 日縁部 ～

体部
鉄 釉 密 艮

陶   器 常滑甕 肩部 施 釉 密 良

陶   器 灯 明皿 (100)。 (22)・ (44) 日縁菩躊～

底部
上部のみ施釉 密 良

陶   器 肛明皿 (70)。 (175)'(28) 日縁詈田～

底部
施釉 密 良

陶   器 常専骨甕 (260)。  ―  ・ ― 日縁部 施釉 密 艮

陶   器 碗 1165。 (61),(52) 日縁吉躊～

底部
緑釉 密 良

陶   器 天目茶碗 (130)。  ― ・ ― 日縁部 鉄 釉 密 良

陶   器 甕か鉢 ― 。 ― 。(130) 底 部 施釉 密 良

陶   器 碗 ― ・ ― 。(39) 底 部 施 釉 密 良

陶   器 碗 ― ・ ― 。(54) 底 部 施 釉 密 良

磁   器 甕 (110)。  ― ・ ― 日縁部 緑 釉 繊 密 良

青   磁 碗 (158)。  ― ・ ― 日縁部 級 密 良 好

龍泉窯系
青  磁 碗 (160)・  ―  ・ ― 日縁 部

内面 に沈線 による
区画

級 密 良好

青   磁 碗 ― ・  ―  ・(60) 底部 施 釉 級 密 良好

青   磁 碗 体部 微 密 良好

陶   器 四耳
=

24 3
日縁部 ～

底部
施 釉 密 艮

骨重に転用
17世紀代伊賀焼

土   器 鉢
胴部 一

底部
ロクロ 長石・石英・金雲母 良 橙 7 5YR 6/6 骨重 に転用

十字文が貝占付

磁   器 蓋 37 ほぼ完形 染付 微 密 良好

銅 製 品 キセル

部

１
部

４

首
鋭
日
＆

雁
　
吸

最大幅
11

さ

１

厚

１
雁首部
吸日部

銅 製 品 不 明
さ
１

厚
０

横
炎

縦
Ｚ

石 製 品 凹石
さ
８

厚
３

横
針

維
償

銭   貨 蒐永通宝
直径  穿径  重量
255・ 057・  31

銭   貨 寛永通宝
直径
2 44

量

５

重
３

径

５２
穿

０

銭   貨 寛永通宝
量
８

重
２

径
６３

穿
∈

径
３２

直
２

銭   貨 寛永通宝
直径  穿径  重量
23 ・ 064・  2

銭   貨 至道元宝
直径
2 43

量

お

重

２

径

６２

穿

０
67・ 68と 重 な り
出土

銭   貨 祥符元宝
量

７

重
３

径

５９

穿

償

径

８９

直

２

銭   貨 開元通宝
直径  穿径  重量
243・ 066・  33

銭   貨 元豊通宝
直径  穿径  重量
244・ 066・  25

銭   貨 大観通宝
径
５９

穿
０

径
４６

直
２

重量
25
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村添遺跡

調 査 位 置  甲府 市大 津 町 宇村 添 1437番 地

調査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 甲府 南部工 業 団地 造 成工 事

調 査 面 積 36m2

調 査 期 間  昭和 62年 7月 1日 ～ 7月 8日

調 査 担 当者  伊 藤 正 幸

調査の概要

鎌 田川 と荒川 の合流点北側 に位 置す る本遺跡 は、標 高250m程の平坦地上 に位置す る。地

域的 に遺跡 の分布 は極 めて散漫 で あ り、笛吹ナIIに架 か る中央高速の橋脚工事 の際 に、深 さ

5m以上 の場所 か ら、古墳時代 の土器の出土例 が あ るが、同地域 に下水道の本管 を埋設す

る際 に、幅 4m、 深 さ 9m余 を掘 り下 げたが、遺物等 は何 ら検 出 されなか った とい う。

今 回の確認調査 は甲府市南部工業 団地造成工事 に先だ ち、開発地域東側 に接 す る村添遺

跡 の範 囲確認及び、造成地 内におけ る新 たな遺跡 の確 認調査 を目的 として試掘調査 を実施

した。造成工事予定地 は26.8haに お よび、村添遺跡 に隣接 して位置す るため、確認調査 は、

基本的 にはグ リッ ド調査三(lm× lm乃 至1.5m)と したが、一部 においては lm× 30mの

トレンチ調査 を実施 した。

ま  と  め

調 査 の結果 遺構 は な く、 土 層観 察 で も自然 堆 積 の み で、

た。遺 物 も10022番地 にお いて、 常滑 陶器 の小破 片 が検 出

に土 を盛 った位 置 に あた り、流 れ込 み に よる もの と考 えて

人工 的 な作 為 は認 め られ なか っ

され たが、流 ナIIの流 路 拡 幅 の際

よかろう。 (伊藤正 幸 )

写真 1 村添遺跡遠景
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二又遺跡

調 査 位 置

調査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調査 担 当者

宮田遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

甲府 市 住 吉 41562.1563.1564.

1566尾ξナ也

甲府 市

区 画 整 理 事 業

100m2

昭 和 62年 7月 23日 ～ 8月 10日

伊 藤 正 幸

甲府 市住 吉 55691番 地

甲府 市

区画整 理事 業

50m2

昭和 62年 7月 23日 ～ 8月 10日

伊 藤正 幸

上ノ木遺跡

調 査 位 置  甲府 市住 吉 5612番地

調査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 区画整 理事 業

調 査 面 積 50m2

調 査 期 間  昭和 62年 7月 23日 ～ 8月 10日

調 査 担 当者  伊 藤 正 幸
/

ま  と  め

住吉四可
~日

か ら五可
~目

にか けてイよ、 吉[分白勺にで はあるが弥生時代 か ら平安時代 にEEる よ童

跡が確認 されてい る (昭 和 60年度遺跡詳細分布調査報告 )。 住吉地 区区画整理事業 に先だ ち

確認調査 を実施 した これ らの遺跡 は、標 高255m程のほぼ平坦地 に位置 してい る。

現状 での土地利 用の制約のため、上 ノ木遺跡及び宮 田遺跡 は 2m× 2mの 試掘坑 に よ り

調査 を行 なったが、二又遺跡で は 5mの 幅で長 さ20mを 調査す るこ とがで きた。

いずれの試掘坑 か らも遺構 は検 出 されず、遺物 につ いて も小破 片が多 く、図示す るには

至 っていない。
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寿・宝区画整理予定地

調 査 位 置  甲府 市 宝二 丁 目、 寿 町

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 寿・宝地 区 区画整 理 事 業

調 査 面 積 42.O m2

調 査 期 間  昭和 62年 7月 29日 ～ 8月 28日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の 概 要

甲府 市 寿 町 と宝二 丁 目地 内 14.55ヘ ク タ ール の 区画整 理予 定地 内 に は、山梨 県 民 文 化 ホー

ル建 設 時 に土 器等 が 出土 した寿 町遺 跡 が 存 在 す る。 江 戸 時代 に は、 甲州 街 道 が 区域 内 を東

西 に貫 通 して お り、街 道 沿 い は飯 田新 町 な どの 町屋 が かつ て存在 して い た地 域 で あ る。

施 工 対 象 地 が広 大 で あ り、 埋蔵 文化 財 の存在 が想 定 され るため、保 留 地 とな って い る空

き地 に調 査 区 を設定 して埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。 北 西 に相 川 、 西 南 に は荒 川 が流 れ

て お り、特 に荒 ,II沿 い は度 重 な る氾濫 に よって包合 層相 当部分 が流 失 して い る可 能性 が 高

いた め 、 西 南 部分 は調 査対 象 か ら除外 した。調 査 区 は、 A地点 か らH地点 まで の 8地点 に

お い て 、 敷 地 面積 の状 況 に応 じて トレ ンチ また は試掘 坑 を設定 し、 すべ て 人 力 で埋蔵 文化

財 の有 無 を確 認 した。

A地 点 は、 2m× 18mの 東 西 方 向 の トレ ンチ

ンク リー ト基 礎 が深 くまで及 ん で お り、 そ の ほ

江 戸期 以 降 の敷 石 と遺 物 が発 見 され

六こ。

C～ F地 点 は、1.5m× 2mの 試掘

坑 それ ぞれ 2箇所 設 定 した。 C・ D
地 点 は河 )II氾濫 に よ る砂 層 で あ った

が、江 戸期 以 降 の遺 物 が確 認 され た。

E・ F地点 は、 安 定 した土壌 で あ っ

たが遺 物 は確 認 で きな か った。

G地点 は、 2m× 2mの 試掘 坑 を

1箇所 設 定 した。 河 )II氾 濫 に よる砂

礫 層 の み で あ ったが 、 大 正 時代 の化

粧 水 や 白髪染 めの瓶 が 出土 して い る。

H地点 は、粘 土 質 の 安 定 した土 層

で あ り、土鍋 と悟 鉢 が 出土 して い る。

江 戸 時代 以 降 の遺 構 や 遺 物 が確 認

され た地 点 が あ った が 、 当時 近 世 以

降 は埋蔵 文化 財 と して認 知 され て い

なか った ため、 試掘 調 査 の み で終 了

を設 定 した。調 査 区の西 半分 は 旧建 物 の コ

とん どが攪 乱 を受 けて い た。

B地点 は、 lm× 2mの 試掘坑 を

2箇所 設定 した。南側 の 試掘 坑 か ら、

図 1 調査区設定位置図
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表 1 寿・宝区画整理予定地出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番号 出土地点
種   別

器   種
法 量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 日 径・ 器 高・底 径

1 C2 土   器 かわらけ (64)。 (12)。 (42) 日縁 部 ～

底 部
ロクロ 金雲母 長石・ 黒色粒子 良

にぶい責橙 10YR
6/3

土   器 かわら1) (58)・ (15)・ (38) 日縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切り

金雲母・長石 良 におヾい橙 5YR 6/4

3 土   器 かわらけ ほぼ完形
ロクロ

底部回転糸切 り 金雲母・長石 長 灰 白 10YR

4 土   器 かわらけ (108)・ (20)・ (70) 日縁言[～
底部

ロクロ
底部回転糸切 り

金雲母・ 長石・石英 良 黒褐 10YR 熱 による黒変

一括 願戸美濃 鉢 (130)・  ― ・ ― 日縁 部 ～

体 吉F

ロクロ
施釉

密 良 灰 白 25Y8/2

6 H2 土   器 内耳鍋 (290)・  ― ・ ― 日縁菩Б～

底部
ロクロ 金雲母・ 長石・ 石英 良

内)黒褐 10YR 3/1
外)にぶい橙 7 5YR

6/4

7 H2 土  器 内耳鍋 (314)・ (58)・ (288) 口縁吉下～

底部
ロクロ 金雲母・長石 石ヽ英 良 にぶい橙 7 5YR 6/コ

8 H2 土   器 内耳鍋 (340)・ (52)。 (304)
日縁部 ～

底都
ロクロ 奎_T母 良 にぶい橙 7 5YR 6/J

9 一括 陶   器 碗 (100)・  ― ・ ― 日縁吉[～
体吉Б

鉄釉 密 良

10 一括 陶   器 碗 ― ・  ― 。(56) 底 部 施釉 密 艮

11 一 括 陶   器 灯明受皿 13
日縁吉Б～

底部
鉄釉 密 良

一 括 陶   器 油と し ? 54 底 部 鉄釉 密 良

H2 唐   津 鉢 (320)。  ― ・ ― 日縁 部 ～

体 部
施 釉 密 良

C2 陶   器 悟鉢 (240)。  ― ・ ― 日縁 音[ 鉄 釉 暦 良

B2 陶   器 悟 鉢 (380)・  ― ・ ― 日縁苫ヽ ～

体部
鉄 釉 密 良

B2 陶   器 福 鉢 ― ・ ― 。(130) 底 部 鉄琴由 密 良

H2 陶   器 福 鉢 底 部 鉄釉 密 良

Bl 肥 前 系 碗 (111)・ (80)・  50 日縁言[～
底部

高台畳付無釉 級 密 良好

B2 陶   器 硫 (102)・ (535)・  44 日縁者[～
底部

緻 密 良好 高台畳付 に砂 目

Dl 磁   器 碗 73 65・ (46) 日縁部 ―

底部
緻 密 良好

焼 き継痕 あ り
21の 蓋 とセ ッ トか

C2 磁   器 蓋 (94)・ (285)。 (35) 日縁部 ～

底部
緻 密 良好

一括 磁   器 皿 (186)。 (38)。 (80) 口縁部 ～

底部
緻 密 良好 高台畳付 に砂 目

一括 磁   器 仏飯器 (65)。 (64)・  38 日縁 部 ～

底部
底部無釉 緻 密 良好

H2 石 製 品 硯
幅  長さ  厚さ
63 ・ (80)・  13 裏面 に刻印あ り

Gl
ス
ロ
四

ラガ
製 白髪染瓶 14・  78・  30 完 形

「宅 間謹 製」「黒
胡蝶」の銘 あ り

Gl
ガ ラ ス
製  品 侶粧品瓶 完形

大正時代
堀逆嘉太郎商店

D2 銅 製 品 キセル 最大幅 長さ  厚さ
12・ (60)。  10 雁首部

B2 銅 製 品 キセル
幅

１

大

１

最 長 さ
。(41)

さ

１
厚
１

吸 日部

B2 銭  貨 寛永通宝
量
お

重
３

径
５８

穿
儀

径
５２

直
Ｚ

C2 銭   貨 寛永通宝
直径  穿径  重量
223,057・  21

C2 銭   貨 寛永通宝 直径  穿径  重量
251・ 057・  29

一 括 銭   貨 寛永通宝
且星
２

重

２

径

６９

穿

０

径

２９

直

２

H2 銭   貨 半銭
直径      重量
222・  ― ・ 33
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技能開発センター予定地

調 査 位 置

調査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調査 担 当者

甲府 市大 津 町 2130番地 他 3筆
山梨 県

中小企業技 能開発センター建設工事

8.O m2

日召不日63年112月 21日

信 藤祐 仁

調 査 の概 要

開発予 定地 内 に 2m× 2mの 大 きさの試掘坑 を

したが、遺 構・ 遺 物 と も検 出 で きなか った。

2箇所 設定 し、埋蔵 文 化 財 の有 無 を確 認

(信藤祐 仁 )

工業技術センター予定地

調 査 位 置  甲府 市大 津 町 2094番地 他 37筆

調 査 原 因者  山梨 県

調 査 原 因 工 業 技 術 セ ンター建 設工 事

調 査 面 積 22.Om2

調 査 期 間 平 成 元 年 5月 10日 ～ 5月 12日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要

山梨県が進 め るサ イエ ンスパ ークの工業技術 セ ンター及びテクノプ ラザ建設 にあた り、

埋蔵文化財の確 認調査 を実施 した。調査 は1.5m× lmの大 きさの試掘坑 Aか らLま で 12箇

所 を設定 し、遺構や遺物 の有無 とともに上層の堆積状況 を手掘 りに よ り確 認 した。予定地

はすべ てが本 田であ り、地表面 の耕作土 中には磨耗 した土師質土器 の細片や陶磁 器片 をわ

ずかなが らに確言忍す るこ とがで きた。

基本土層の堆積状況 は、以下 の とお りであ る。第 1層  暗褐色土層  10～ 20cm 水 田の

耕作土。第 2層  褐色土層 10～20cm 第 3層  褐色砂質土層 15～ 80cm 第 4層  灰褐

色砂質土層 40～ 60cm 第 5層  灰色 シル ト層 地表下 100cm前 後以下。

ま  と  め

調査対象 区の東北側 に設 けた試掘坑 Jか ら、集石 の一部が確 認 された。集石 全体 の範 囲

を確認す るため、調査 区 を5.5∬ に拡大 した ところ、集石 の範 囲 は東西 140cm× 115cmの 隅丸

方形 で、 4層 中に掘 り込 まれ、深 さは確認面 か ら約 20cmで あった。石 は拳大 か ら人頭大 の

石 が入れ られてお り、 中央部 に凹 を もつ石 が 1点含 まれていた。 また、馬歯 2本が石 の上

面 か ら発 見 され て い る。

-17-
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写真 1 調査対象地遠景 写真 2 試堀坑堀削状況

表 1 工業技術センター予定地出上遺物観察表

(5)

図 1出 上 遺 物

0           101m 0                     10m

( )復元値、単位 (cm)

番号 器  種
法    量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色    調 備  考
産  地 日 径・器 高・底 径

1 土   器 皿    か ― ・ ― 。(80) 底部
ナデ

底部回転糸切り
長石・石英・赤色粒子 良 橙 7 5YR 6/6

2 土  器 蓋 (120)・     ・ ― 日縁言F～
体吉Б

ナ デ 密 良 橙 7 5YR 6/6

3 陶   器 不   明 ― ・  ― ・ (46) 底 部 外面鉄釉 密 良 好

4 凹   石

5 磁   器 晩 ― ・ ― ・ 36 体部 ～

底部
級 密 良 好
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八木沢遺跡

調 査 位 置  甲府 市横根 町 字 八木 沢 。東畑 地 内

調 査 原 因者  英 和短 期 大 学

調 査 原 因 大 学 キ ャ ンパ ス移 転

調 査 面 積 148m2

調 査 期 間 平 成元 年 11月 20日 ～11月 30日

調 査 担 当者  伊 藤 正 幸

調査の概要

八人 山 と大蔵経寺 山に挟 まれた南向 きの緩斜面上 に位置 し、標高270mを 浪1る 。古墳時代

か ら平安時代 の遺物 の散布 が頭著 で、背後 の山中には積石塚古墳群 が分布す る。

試掘調査時点で葡萄 の栽培が行 われていた こ と及び、調査対象面積 が 37,000m2と 広大 な

こ とか ら、特 に遺物 の散布 が顕者 に認め られ る地域 を中心 に 2m× 2mの 試掘坑 を37箇所

設定 し、地 山 まで掘 り下 げ遺構・ 遺物 の包含状況及び土の堆積状況 を確 認 した。 また、遺

物 の表面採集調査 を 2日 間に渡 り実施 した。

ま  と  め

設定 した37箇所 の試掘坑 の うち遺構 が確 認 された試掘坑 はな く、 4つ の試掘坑 か ら古墳

時代 の土器の小破 片が検 出 された。器形 については言及す るに及ばない。

遺物の表面採集調査 は、キャ ンパ ス計画区域全体 を対象 として 2日 間行 った。その結果、

大 山沢川上流部分 で はほ とん ど遺物 の散布が認め られなか った。

一方、大 山沢川 の中・下流部分 は、 い くらか古墳時代 を中心 に遺物 の散布 が顕著 で、古

墳時代 の高邪・縄文時代 の打製石斧等 も昭和 60年度の遺跡詳細分布調査 の際 に報告 されて

い る。 (伊藤正 幸 )

日 日 ● ■ 日
B

図 1 言式掘坑配置図
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| I B4~名5＼ヒ三五了→
＼
準単電 凹駆 i

0                    10m

ミ 室

表 1 八木沢遺跡出土遺物観察表

図 2 出 土 遺 物

( )復元値、単位(cm)

番号
種  別

器   種
法 (cn)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 詞 備  考
産  地 口  径 ・ 器

l 土  器 重 (120)・  ― ・ ― 日縁部
内面 ミガキ

外面赤色塗彩
金_T母 長石 石英 良 橙 7 5YR 6/6

2 土  器 甕 (180)。  ― ・ ― 日縁部 ナ デ 金雲母 長石・ 石英 良 橙 5YR 6/6

3 土   器 皿 (120)・  ― ・ ― 日縁部～
体部

ヘラナデ
外面体部にヘラ
曹可り

金_F母 。長石 。赤色粒子 良 によい褐 7 5YR 7/4

4 土  器 鉢 (150)・  ― ・ 一 日縁部 ロクロ 金婁母 。長石・石英 良 橙 5YR 6/6

5 土   器 蓋 つまみ ナ デ 金雲母・ 赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

6 土   器 妻 ― ・ ― ・(76) 底 部 ナ デ 金雲母・ 長石・ 石英 良 橙 7 5YR 6/6

7 陶   器 碗か皿 ― ・ ― ・ (42) 底部 鉄 釉 密 良

8 Fal 器 灯明受皿 (34) 底部 施 和 密 良

9 陶   器 豆 か ― ・ ― ・(80) 底 部 施釉 密 良

陶   器 碗 体 部 施釉 密 良

11 陶  器 不 明 ― 。 一 。(60) 底部 外面灰釉 密 良
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酒折ワイナ リー予定地

調 査 位 置  甲府 市酒 折 町 1338-60他 15筆

調査 原 因者  lMl上 矢酒 造 店

調 査 原 因  ワ イナ リー建 設工 事

調 査 面 積 10.Om2

調 査 期 間 平 成 元 年 4月 24日 ～ 4月 26日

調査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要

ワイナ リー建設予定地 は酒折町集落の東北側 にあた り、東南 に面す る急傾斜地 に小規模

な段 々畑 が広が ってお り、西南側 の一部のみがやや緩やか になってい る。

計 画地 その もの は埋蔵文化財包蔵地 になっていないが、西南 には縄文時代 の酒折縄文遺

跡、南 には中世 の在地武士で ある酒依 氏館跡、東南 には近世 の寺跡 を合 む酒折遺跡が存在

す る。東南 に続 く尾根上 は現在採石場 で掘削 されてい るが、武 田時代 には山崎の峰火台が

存在 してお り、西南の尾根 を下 ると「古事記」「 日本書紀」 に登場す る酒折宮が存在 す る。

予定地 の内、東斜面が急傾斜地 で地表面 に lmを超 える大 きな石 が所 々に露呈 していた

が、現地 の状況か ら古墳が存在 す る可能性 は認め られなか った。西南側 の緩や かな部分 は、

表面 に上器等 の散布 が認め られたので、 この部分 のみ を試掘調査対象 とした。東西 2m×
南北 lmの調査 区 を 5箇所設定 し、手掘 りに よって埋蔵 文化財 の有無及び土層の堆積状況

を確 認 した。

土層の堆積状況 は、以下の とお りである。

第 1層  暗褐色土層  10～ 20cm 畑 の耕作土。

第 2層  茶褐色上層  30～ 50cm 調査 区か ら遺物の出土 はなか ったが、包含層 と推 定

され る。

第 3層  茶褐色土層  15～ 30cm 2層 よ り粘性 しま りが あ り、拳大喫 が混 じる。

第 4層  茶褐色土層  30～ 50cm 3層 に近 いが礫 が大 き く、 しま りが あって硬 い。

第 5層  茶褐色礫 層  地表下 120cm～ 150cm以 下の粘質で硬 い小礫層。

ま  と  め

遺構  各試掘坑 とも遺構 は検 出 されなか った。

遺物 各試掘坑 とも遺物の出土 はなか った。

開発予定地 における事前の表面採集 において、次の遺物が発見 された。縄文土器小片 3

点、黒曜石小砕 片 6点 、平安時代後期 の上師器皿及び郭の小片 9点、 中近世 の皿形 の上師

質土器片22点 、近世以降の上製碁石 5点・土鈴 1点 、透 明な水 晶破 片 7点 であ る。 いずれ

も小片で あ るが、縄文時代 、平安時代、室町時代、江戸時代 及びそれ以降の遺物で ある。

水 品は、近世末期以 降の数珠や玉の製作工程 で出た制 片で ある。 これ らが本来属 す る遺跡

の 中心 は、 予 定地 の南側 に あ る と推 定 され る。

-21-
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構遺

朝気遺跡 営I次調査)

調 査 位 置  甲府 市朝 気 一 丁 目

調査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 市道 拡 幅工 事

調 査 面 積 180m2

調 査 期 間 平 成 2年 11月 19日 ～12月 6日

調 査 担 当者  伊 藤 正 幸

調 査 の概 要

東 小 学校 の東 に隣接 し、 市道 の拡 幅工 事 に先立 って発掘 調 査 を実施 した。 東 西 8m、 南

北 26mの 細 長 い調 査 地 で廃 土 置 き場 を考 慮 し、調 査 は南北 それ ぞれ 半分 ず つ で 実施 せ ざ る

を得 なか った。その ため表 土剖 ぎに は重機 を使 用 し、その後 人 力 に よ り精 査 しなが ら遺構・

遺 物 を検 出 した。

住 居跡 1軒 と溝 跡 2本 (SD-1, SD-2)及 び柱 穴 2基が確 認 で きた。

住 居跡 は一 片 が 4.5m程の方形 のプ ラ ンを呈 し、北壁 中央 部分 にカマ ドを持 つ。壁 高 は35

cmほ どで、 カマ ドは攪 乱 され、焼 土 及 び粘 上 が集 中 して い たの で そ う判 断 した。 出土遺 物

か ら、古 墳 時代 中期 か ら後 期 に至 る住 居跡 と思 われ る。

溝 跡 は SD-1が 幅 60～ 80cmで、 N-41° 一Wに 主軸 方 向 を持 つ。調 査 地 東端 部分 で若 千

攪 舌しされ て い るが、深 さ25cm～ 30cmを 測 る。 一 方 、 SD-2は 幅 が 30cmほ どで調 査 区 を横

切 る よ うに確 認 され、 N-64° 一Wに 主軸 方 向 を持 つ。西端 で若 千攪 乱 され て い た。深 さは

30cmを 測 る。

柱 穴 2基 には規 則性 は認 め られ なか った。

遺物 は 1号住居跡 内北西隅及びカマ ド周辺か ら、ま とまって検 出 され、27点 を図示 した。

25～ 27ま で は鉄釉陶器で あるが、 それ以外 はいずれ も土器で あ る。

土器の器形 は邪、高邪、甕、壷、甑等様 々で あ り、 いずれ も古墳時代 中期、 5世紀 第 2

四半紀 か ら第 3四 半紀 に位置づ け られ よう。

1～ 6の 邦 はいずれ も丸底 を呈 し、 日唇部 は、 1が屈曲 して外反 してい るが 4お よび 5

は直立 し、 その他の ものは内湾 す る。 6の上器 には明確 なヘ ラ削 り跡 が認め られ る他、 4
の土器 に もヘ ラ削 りの跡 に ミガ キをか けた形跡が認め られ る。

7か ら11は 高邪であ る。大型の 日縁部及び脚部で、 それぞれ に有段が確認で きる。 9の

高郷 は柱状 の脚部 でヘ ラ削 り痕 が確認で きるが、他 の高不 は ミガキに よ り調整がな されて

い る。

20は甑 で あるが、大型の取 っ手 を持 ち、寸胴 タイプ である。概期 の特徴 をよ く示 してい

る。17の 対 は 日縁部のみで あるが、よ く磨 かれ、同様 の器形 はこれ までの朝気遺跡 の発掘調

査 に よ り、完形 品 を合 めて複数確 認 されている。

14及び 16の 小型壷 は外面 にヘ ラ削 り痕 が、 内面 には指頭痕 が明瞭 に認 め られ る。 16の 小

型壷 は 日縁部が欠損 してい るが、 14同様、大 き くタト反す る日縁部がつ け られていた もの と

物遺
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思 われ る。

ま  と  め

調 査 面積 は限 られ て いたが、住 居 跡 に伴 い古 墳 時代 中期 の遺 物 が ま とまった形 で検 出で

きた こ とは一 応 の成果 で あ る。 これ まで の調 査 で、縄 文 時代 を も合 み、 弥生 時代 か ら平 安

時代 に至 る長期 にわ た り追 跡 が営 まれ て きた こ とが 明 らか にな って い るが、特 に古 墳 時代

以 降、平 安 時代 に至 る遺構 ・ 遺 物 の検 出が顕著 で あ り、 今後 の調 査 報 告 を待 って再 度検 証

して い きた い。                           (伊 藤正 幸 )

♭
′／

一一十一・・一一一

髯

＼
1茶 褐 色 土 層

2明 褐 色 土 層

3黒 褐 色粘 土層

4睛 褐 色 土 層

5皓 褐 色 土 層

6灰 自 色 砂 層

7灰 褐 色粘 土層

8灰 自 色 砂 層

9票 色 粘 土 層

4

∪

図 1 朝気遺跡 (Ⅵ次調査)全体図・セクション

層

層

土

土色

色

褐

黒

晴

軟らかく、もろい。しまりなし。

軟らかく、もろい。ややしまりあり。

やや硬く、しまり強い。

黒色粒子を多く含む。硬く、しまり強い。

4層より濃い黒色粒子を多く含む。軟らかく、しまりがある。

葵褐色地子を多く含む。非常に軟らかく、もろい。ややしまりあり。

黄褐色粒子を多く含む。軟らかく、しまり強い。

含水率が高く、黄褐色粒子をまばらに含む。硬く、しまり強い。

倉水率が高く、黄褐色粒子をまばらに含む。非常に軟らかく、

ややしまりあり。

炭化物を若千含む。硬く、ややしまりあり。

票色粒子を含む。硬く、しまり強い。

写真 1 調査区北部
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写真 2 調査区南部
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25

出 土 遺 物 (2)
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図 3



表 1 朝気遺跡 (Ⅵ次調査)出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番 号 器   種
法 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 詞 備  考
地 日 径・器 高・底 径

1 土   器 邦 (140)・ (55)。 (60) 日縁 部 ～

底部
ミガキ 金雲母・長石・赤色粒子 良 橙 5YR

2 上   器 不 61
日縁部～
底部

ミガキ
赤色塗彩

金雲母 。長石・石英 良 にない橙 7 5YR 7/4

3 上   器 邪 (140)・ (56)・ (146)
日縁音層～

底部
ミガキ 釜雲母・ 長石 良 橙 5YR 6/6

4 土   器 郭 138 日縁 部 ～

底 部

内面ミガキ
外面ヘラ削りの上
をミガキ

金雲母・長石・赤色粒子 良 にぶい橙 7 5YR 7/4

5 土   器 邪 130 日縁甘[～
底部

ミガキ 金雲母 良 橙 75YR 7/6

土   器 不 124 57 128 日縁部 ～

底部
内面ナデ

外面ヘ ラ削 り
金雲母 長 橙 5YR 6/6

7 上   器 高 不 (220)・  ― ・ ― 日縁音5～
頸部

ミガキ 金雲母 。長石・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

土   器 高 辱
日縁吉Б～

頸部
ミガキ 金_T母・ 長石他赤色粒子 良

にぶ い赤褐 2 5YR
5/4

上   器 高 邪 脚部 ヘ ラ削 り 金_T母・ 長石・赤色粒子 良 にぶい褐 75YR 5/4

10 土   器 高 写 脚 部 ミガキ 金雲母・長石 艮 橙 7 5YR 6/6

11 土   器 高 郷 ― 。 ― ・(76) 脚 部 ガ麟
金雲母・長石・ 赤色粒子 良 明赤褐 2 5YR 5/6

土   器 Jヽ 型甕 114 日縁部 ～

底部
ミガキ 金雲母・長石・ 赤色粒子 良 にぶい橙 5YR 6/4

土   番 卜型甕 (96)。 (96)。 (132)
日縁吉F～

底部
ヘ ラ削 り 金雲母 。長石・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

14 土   器 小型甕 (98)・ (88)。 (96) 日縁言「～

底部

内面 日縁部ハ ケ
胴部ヘ ラ削 り
見込指顕痕

金雲母 。長石・赤色粒子 良 にぶい赤褐 5YR 5/4

15 土   器 甕 (150)・  ― ・ ― 日縁吉[～
胴都

ヘラ削 り 金雲母・ 長石 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 小 型童 71
日縁部 ～

底部
内面指頭痕

外面ヘ ラ削 り
金_T母・長石・赤色粒子 良 によい推 5YR 6/4

17 土   器 靖 99・  ― ・ ― 日縁部 ミガキ 全雲母 。長石 良 橙 2 5YR 6/6

土   器 小型姿 123・  ― ・ ― 日縁著[～
月Π部

ヘ ラ削 り
輪積痕

金雲母・長石 良
内)にぶい黄橙 10YR

7/2
外)黒褐 10YR 3/1

土  器 甕 (161)・ 244・  68 日縁吉[～
底部

ヘラ削り
輪積痕 金雲母・長石・ 石英 良

にぶい黄橙 10YR
7/4
明赤褐 2 5YR 5/8

土   器 甑 ― ・ ― ・(96) 胴部 ～

底部
ヘ ラ削 り 金雲母 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 甕 176 ・  ― ・(70) 日縁部 と
底部

ヘ ラ削 り 金雲母 。長石 良
にぶい責橙 10YR
7/3

土   器 甕
日縁部 と

底部

ハケ
指頭・輪積痕 金雲母・ 長石・石英 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 甕 170 日縁部 ―

頸部
ヘ ラ削 り 金雲母・長石・石英 良 橙 5YR 6/8

土   器 甕かこ
日縁者[～
頸言[

全_r母・長石・石英 良 にぶい橙 75YR 6/4

陶   器 碗 (128)。  ― ・ ― 日縁部 鉄釉 密 良

陶   器 碗 (130)。 (345)'(60) 日縁部 ～

底部
鉄 釉 密 良 好

磁   器 碗 (100)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体吉Б
緻 密 良好
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調 査 位 置  甲府 市朝 気 三 丁 目 6番地

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 集 合 住 宅建 設

調 査 面 積 100m2

調 査 期 間  平 成 2寄芸11月 26日 ～12月 6日

調 査 担 当者  伊 藤正 幸

調 査 の 概 要

東 小 学 校 の 西側、距 離 に して 150m程の住 宅地 の 中 に位 置 す る。東小 学校 西 方 で の調 査例

は この 時 点 で は あ ま りな く、 市道 善 光 寺 敷 島線 の朝 気遺 跡 V次調 査 以来 の こ とで あ る。

今 回 は集 合 住 宅建 設 に伴 う調 査 で あ っ た が、朝 気 遺 跡 の範 囲 の把 握 とい うこ と もあ り、

建 築 部 分 を対 象 に客 上 を除去 し、 その後 試掘 坑 設 定 、 必要 に応 じて拡 張 した。

焼土 集 中箇所 を 3箇所及び、柱 穴

を確認 した。焼土集 中箇所 はいずれ

も住居 跡 に伴 うカマ ドの可能性 が強

いが、 土 層堆積状況等 を精査 して も

明確 な痕 跡 は確認で きなか った。

小破 片 も合 め る と調 査 地 全体 に散

布 して い た が、 器形 及 び部 位 の 明確

な遺 物 18点 を図示 した。 器種 と して

は甕・ 邪 。鉢 及 び置 カマ ドに分 類 で

き、鉢 は 片 口鉢 1個体 が確 認 で きる。

邪 及 び 鉢 イまヘ ラ削 り跡 が残 り、 日

唇 部 が 肥 大 し外 反 す る。 いわ ゆ る甲

斐 型 辱 で あ る。 置 きカマ ドは脚 部 の

み が残 存 して いた。

ま  と  め

調 査 地 は若 千攪 乱 され て い たが 、

遺 物 は 比 較 的 出上 した。朝 気 遺 跡 が

営 まれ た最 後 の時期 にあ た り、 今 後

資 料 の 増 加 を待 って検 討 す るこ とが 0     1m
中

こご`〔〔ミ
ゞ

必 要 で あ る。 (伊藤 正 幸 )
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図 1 調査区全体図
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表 1 朝気遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (側 )

番号
種  別

器  種
法    量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備  考
産   地 日 径・ 器 高 。底 径

1 土   器 甕 (285)。  一 ・ ― 日縁部 金雲母・ 長石・ 石英 良

内)暗褐 7 5YR 3/4
外)にオい赤褐 5YR
4/4

2 土   器 台付甕 117 脚部 ヘラナデ 金雲母・長石 良
内)橙 7 5YR 6/6
外)/明褐 75YR 5/6

3 土   器 台付甕 脚 部
ハケ

木葉痕
金雲母・長石・石英 良 明赤褐 2 5YR 5/6

4 土   器 甕 底 部
ナデ

木葉痕
釜雲母・ 長石・ 石英 良

内)赤褐 2 5YR 4/8
外)赤褐 2 5YR 4/6

5 土   器 置カマ ド 上部 金雲母・長石・石央 良
内)赤褐 2 5YR 4/8
外)赤褐 2 5YR 4/8

6 土   器 示 (132)。 (44)。 (49) 一部
部

縁
底

ヘ ラ削 り 金雲母・長石・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

7 土   器 不
日縁部 ～

底部
ヘ ラ削 り 金_T母・ 長石・ 赤色粒子 良

内)橙 5YR 6/6
外)橙 7 5YR 6/6

8 土  器 不 125。 (46)。 (51)
日縁部 ～

底部
ロクロ 金雲母 長石・赤色粒子 良 内)明赤褐 5YR 6/6

9 土   器 界 12 7
日縁菩厨～

底部
ヘ ラ削 り 金雲母 。長石・赤色粒子 良

内)i麦 黄橙 7 5YR
3/6
外)浅責橙 7 5YR
8/4

土   器 不 (150)・ (40)。 (52)
日縁音Б～

底部
ヘラ削 り 赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

土   器 不 (149)。 (47)。 (64)
日縁書Б～

底部
ヘラ削 り 金雲母 長石・ 赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

土   器 片 日鉢 (221)・ (97)・ (80)
日縁部 ～

底部
ヘラ削 り 金雲母・ 長石 良

内)黒 7 5YR 2/1
外)橙 75YR 7/6 内面黒色

土   器 鉢 (250)・ (93)。 (94)
日縁 部 ～

底部
ヘラ削 り 釜雲母・長石・赤色粒子 良

内)黒褐 5YR 2/1
外)橙 5YR 7/6

内面黒色

土   器 不
日縁部 ～

底部
ヘ ラ削 り 金雲母 。長石・ 赤色粒子 良 橙 5YR

土   器 不 (130)。 (29)。 (42)
日縁郡 ～

月同吉[

ヘ ラ削 り 長石・ 石英・金雲母 良 橙 5YR 6/6

土   器 不 (128)。 (265)。 (465)
日縁音Б―

底部
ロクロ 金雲母・ 赤色粒子 良 にない橙 7 5YR 7/4

17 土  器 不
日縁部～

底部
ヘ ラ削 り 赤色粒子・ 金宴母 良

内)橙 5YR 6/6
外)明赤褐 5YR 5/6

土  器 IFN
日縁吉再～

底部
ヘ ラ削 り 金雲母 。長石・赤色粒子 良

内)橙 5YR 6/8
外)明赤褐 2 5YR

5/8

♯
察
輩

写真 1 北部 トレンチ 写真 2 作 業 風 景
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川田工業団地予定地

調 査 位 置  甲府 市川 田町 664番地 他 134筆

調 査 原 因者  協 同組合 フ ァッシ ョンシテ ィ甲府

調 査 原 因 川 田ファッションエ業 団地 造成工事

調 査 面 積 80.O m2

調 査 期 間 平 成 3年 2月 12日 ～ 2月 26日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査 の概 要

川 田工 業 団地 予 定地 は、平 等川 (旧笛 吹川 )の右 岸 に位 置 し約 85,000m2の広 さで あ る。

周知 の埋蔵 文化 財 包蔵 地 は存在 しな い もの の、 北側 に は桜 井畑 遺 跡 や 外 中代 遺 跡 及 び川 田

武 田氏館 跡 が存在 す る歴 史 的 に重要 な地 域 で あ る。 開発 の前 に埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 す

るため、予 定地 内 にほぼ均 等 にな る よ うに、約 2,500m2に対 して 1箇 所 の試掘 坑 を設 定 して

合計 35箇 所 を調 査 した。 試掘 坑 は、 ス コ ップ が 内部 で動 かす こ とが で きる1.5m× 1.5mの

大 き さ を基 本 と し、 1.5m以上 深 くな る もの につ い て は 2m四 方 まで 拡 大 して調 査 を行

った。

試掘坑 は、 すべ て作 業 員 の手掘 りに よって掘 削 し、遺 物 の有 無 の確 認 と と もに土 層 の堆

積 状 況 を観 察 し、 写真 と土 層柱 状 図 を作 成 した。

調 査 を実施 した35箇所 の試掘 坑 の うち33箇所 にお いて、 明治 40年 と43年の平等川 (旧 笛

吹サil)の 氾濫 に よって上 流 よ り運 ばれ て きた砂 が厚 く堆積 して いた。調 査 区 か らの遺 物 は

皆 無 で あ ったが、 一 部 地 表 面 で確 認 され た古 墳 時代 の上器 片 は、上 流 域 の遺 跡 か ら流 入 し

た もので あ る と推 定 され る。対 象地 北 西側 の 2地点 は、砂 層 で はな く安 定 した土 層 が堆積

して お り、 これ よ り北側 に は埋蔵 文化 財 の存在 す る可 能性 が あ る。

ま  と  め

遺構  各 試掘 坑 と も遺構 は検 出 され なか った。

遺 物  各 試掘 坑 と も遺 物 の 出土 はなか った。 (信藤 祐 仁 )

写真 1 調査対象地遠景
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写真 2 試掘坑掘削状況



千代田湖ゴルフクラブ予定地

調 査 位 置  甲府 市平瀬 町・ 下 帯 那 町

調 査 原 因者  株 式会 社 千代 田湖 ゴル フ ク ラブ

調 査 原 因  ゴル フ場 造 成工 事

調 査 面 積 200.O m2

調 査 期 間 平 成 3年 3月 10日 ～ 3月 28日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

千代 田湖 の西側 、上 帯那 か ら流 れ る帯 那川 と荒川 に挟 まれ た広 葉樹 を中心 とす る山の一

帯 に、18ホ ール の ゴル フ場 造成計 画 が持 ち上 が った。平瀬 集 落 の東側 に あた り標 高 は450m
か ら613mで 、 山の 中 には果樹 畑 や 本 田 も点在 して い る地 域 で あ る。

この 区域 の 中 に は埋蔵 文化 財 の存在 は知 られ て い な いが 、 周 辺 に は縄 文時代 か ら平 安 時

代 に またが る千代 田湖 畔 の 九 山遺 跡 な どが あ り、 中世 の石 造物 も多数存 在 して い る。 この

予 定 区域 には、平 瀬 地 区の住 民 に よって祭 祀 され て い る「金 昆 羅 さん」「黒塚 さん」 と呼 ぶ

信 fr「 の対 象地 が存 在 して い る。

計 画地 は広 大 で起 伏 に富 ん だ地 形 で あ るの で、 埋蔵 文化 財 が存在 す る可 能性 の あ る平瀬

地 区 の傾 斜 の緩 や か な畑 と水 田 に 4箇所 、 下 帯 那地 区 の丘 陵上 の畑 に 9箇所 の試掘 坑 を設

定 した。試掘 坑 は1.5m× lmの 大 きさで、手掘 りに よって埋蔵 文化 財 の有 無 及 び土 層 の堆

積 状 況 を確 認 した。 また、 平瀬 地 区 の 「金 毘 羅 さん」 につ いて は、石 祠 3基が あ る部分 の

清掃 発掘 とその前 面 に存在 して い た拝 殿 の建 物 部分 6m× 5mを 調 査 した。「黒塚 さん」に

お いて は、石 壇 状 部分 の清掃 発掘 とその前面 の平坦 部 に lm× 3.5mの トレ ンチ を設定 し、

遺構 ・ 遺 物 の有 無 と土 層 の堆積 状 況 を確 認 した。

と  め

遺構  「金 毘 羅 さん」 は、 平瀬 集 落 を見 下 ろす 山頂 に位 置 して い る。 こ こ に は石 祠 3基が

あ り、 それ ぞ れ の裏 に角柱 状 の 自然 石 の立 石 が存在 し、石 祠 の北側 に も石 積 み に よ る祭 壇

状 の構 築物 が あ るこ とを確 認 した。 かつ て拝 殿 が存在 して い た こ とを地 元 の 人 か ら聞 いて

お り、石 祠 の前 には それ に対 応 す る平坦 地 が あ る。 この部分 の枯 葉 や 腐 葉 土 な ど表 土 をは

ぐと、 長 さ30cmほ どの礎 石 6個 が確 認 で き、 南 北 3間 ×東 西 2間 の大 きさの拝 殿 で あ った

と推 定 され る。拝 殿 の周 囲 に は 白褐 色 の l cm以 下 の漆 喰 が検 出 され、 南側 に は瓦 の集積 部

分 もあ った。土壁 に漆 喰 が塗 られ、瓦 葺 の拝 殿 が かつ て は存在 して いた こ とが確 認 で きた。

「黒塚 さん」 と呼 ばれ る部分 は、 山頂 よ り少 し下 が つた地 点 に大 小 の安 山岩 の 自然 石 を

石 段状 に配 した もの で あ る。 前面 の平 地 には石 製 カマ ドが あ り、 この前面 に注連 縄 が張 ら

れ て今 で も地 元 の平瀬 地 区 で は氏神 様 よ り厚 い信 仰 を集 め て い る とい う。石 の祭 壇 は上 部

に立石 を置 き、 両側 を列 状 に集積 した石 で祭 祀 空 間 を形 成 して い る。平 面 形 は下 が広 が る

三 角形 を呈 し、 この 間 に数 段 の石 段 状 の部分 を構 築 して い る。石 の 間 か らは、「寛永 通 宝」

が 出上 して い る。

平瀬 地 区 の 「金 毘 羅 さん」 と「黒塚 さん」 の 間 に、 桑畑 で 2箇所 、 水 田 で 2箇所 試掘 坑

を設 けたが、遺構 はなか った。 土 層 は斜 面上 の桑畑 で、 第 1層  暗褐 色 土 層 、 第 2層  明

褐 色礫 混 土 層  約 70cm以 下 が 白褐 色 の岩盤 で あ った。 下 の水 田部分 は、 第 1層  明褐 色粘
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質 土 層、第 2層  黄褐 色粘 質 土 層 (水 田床 土 )、 第 3層  暗茶褐 色粘 土 層、第 4層  茶褐 色

粘 土 層 で 50～ 60cm以 下 が灰褐 色礫 混粘 土層 で あ った。

下 帯 那地 区 で は、 帯 那川 と下 帯 那 集 落 の 間 で、 県道 よ り北根1の 丘 陵上 に試掘 坑 を設 定 し

た。 この地 区 内の上 層 は ほ とん ど同 じで、 第 1層  暗褐 色 土 層 、 第 2層  茶褐 色粘 質 土 層

第 3層  明褐 色 岩盤 で あ った。

遺 物  「黒塚 さん」地 点 で、 寛永 通 宝 34枚が 出上 した。銅 銭 17枚 、鉄 銭 7枚 で あ る。 同地

点 の石 製 カマ ドは、 半 円形 の安 山岩 2石 で構 築 した もの で あ る。 下 帯 那地 区 の試掘 坑 周 辺

の畑 で、土 師質 土 器 片 を 1点表 面採 集 したが、調 査 区 か らの遺構 、遺 物 の痕 跡 はな か った。

(信 藤祐 仁 )

写真 1 金毘羅 さんの石祠 写真 2

写真 3 黒塚 さん前の調査 トレンチ

金毘羅さん調査風景

写真 4 黒塚さん頂上部

写真 5 黒塚さん祭壇部 写真 6 黒塚さん出土銭貨
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北東都市民センター予定地

調 査 位 置  甲府 市 武 田三 丁 目 1番 21他

調査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 北 束 部 市民 セ ンター建 設工 事

調 査 面 積 15.O m2

調 査 期 間 平 成 3年 3月 29日 ～ 3月 30日

調査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

甲府 市北 束 部 市 民 セ ンター (北東 公 民館 )の建 設 に あた り、埋蔵 文化 財 の確 認調 査 を実

施 した。 予 定地 は武 田時代 城 下 町 に含 まれ、 旧尊 外 寺 の南側 、 穴 山小 路 の南 に隣接 す る一

帯 で あ る。 江 戸 時代 に は三 の堀 の外側 で は あ るが 甲府城 下 町 の北縁 部 に あた り、元 穴 山町

と畳 町 の町 人 居住 地 で もあ る。

調 査 は1.5m× lmの 大 きさの試掘 坑 Aか ら Jま で 10箇 所 を設 定 し、遺 構 や遺 物 の有 無 と

と もに土 層 の堆積 状 況 を手掘 りに よ り確 認 した。

土 層 の堆積 状 況 は、北・ 中・ 南 と場 所 に よって異 な るが、 中央 部 の元 畑 で あ った部分 を

基 本 土 層 と した。

第 1層  明褐 色 土 層  10～ 15cm 畑 の耕 作 土 。

第 2層  灰褐 色 土 層  10～ 25cm 砂 が一 部混 じる。

第 3層  茶褐 色粘 質 土 層  40～ 50cm 上 位 か ら漸 移 的 に明 るみ を増 す。

第 4層  暗褐 色粘 質 土 層  30cm 拳 大 以 下 の礫 が混 じる。

第 5層  暗褐 色粘 質 土 層  20cm以上

ま  と  め

遺構  調 査 区 か ら、遺構 は検 出 され なか った。

遺 物  調 査 区 か ら、遺 物 の 出土 は なか った。 (信藤祐 仁 )

写真 1 調査区南半部
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構遺

物遺

朝気遺跡 側I次調査)

所  在  地  朝 気 三 丁 目156-2番 地 他

調 査 原 因 市道拡 幅工 事

調 査 面 積 625m2

調 査 期 間  平 元見3年 11月 16日 ～ 12月 19日

調 査 担 当者 鈴 木 俊雄

調 査 の概 要

本遺 跡 は甲府 市 南 東 部 に位 置 し、標 高約 260mを 測 る。 西側 約 1.3kmに 荒川 が緩 や か に南

流 し、 市 内最 南端 で笛 吹川 に合 流 す る。 す で に周 辺 は住 宅地 とな るが 、縄 文時代 か ら平 安

時代 に至 る遺 跡 が 点在 し、朝 気遺 跡 は過去 7次 に及 ぶ調 査 が行 われ て い る。

調 査 に際 し、工 事 対 象地 の全 長約 125m、 幅約 5mに 対 して全 長約 90m、 幅約 3mの トレ

ンチ を 2箇所 に設 定 した。表 土 を重機 で 除去 した後 、 人 力 に よる掘 り下 げ を行 った。

幅約 60cmの 畦 畔 が 6条検 出 され た。 3号畦 畔以外 は、東 西 方 向 に延 び る もの と思 われ る。

さ らに地 表 下約 100cmで 平 安 時代 の水 田跡 が、地 表 下 約 145cmで 弥生 時代 終 末 期 ～古 墳 時代

初 頭 の本 田跡 が確 認 され た。

弥生 時代 終 末期 か ら古 墳 時代 初 頭 の壷、甕、高 不、平 安 時代 の壷、甕、不、皿 が 出上 し、

その 内 8点 を図化 した。 1は 表 面 の摩 耗 が激 し く、 全体 のハ ケ の様 子 は不 鮮 明 で あ る。 2
の甕 は外 面縦 方 向 に、 内面 横 方 向 にヘ ラケ ズ リが見 られ るが、 これ も摩 耗 に よ り不 鮮 明で

あ る。 3は鉢 、 4～ 8は 邪 で あ る。 1～ 3は古 墳 時代 初 頭 、 4～ 8が平 安 時代 に属 す (図

2)。

ま  と  め

これ まで の調 査 で集 落跡 が確 認 され て い るが、本調 査 で水 田跡 が確 認 され た こ とに よ り、

居住域 と生 産域 が存在 して い た こ とが 明 らか とな った。

現在 、盆 地 周 辺 にお いて弥生 時代 の水 田跡 の検 出事例 は増 加 して い る。 前期 で は韮 崎 市

宮 ノ前遺 跡 、 中期 か ら後 期 前 半 で は甲西 町 向河 原遺 跡 、後 期 で は 甲西 町大 師 東 丹保 遺 跡 、

櫛形 町村 前 束遺 跡 、 八代 町 身洗 沢 遺 跡 、一 宮 町 中尾 条 里遺 跡 が確 認 され、 す で に弥生 時代

前期 よ り盆 地 周 辺 にお いて水稲 耕 作 が行 わ れ て い た こ とが判 明 して い る。

甲府 市 で は、 これ まで弥生 時代 の遺 跡 の確 認事例 は少 な く、今 回 の調 査 で確 認 され た水

田跡 の存在 に よって市 内 にお け る水稲 耕 作 の様 本目を探 る上 で貴 重 な遺 跡 とな った。 また、

畦 畔 につ い て も古 代 の条 里 制 との 関連 も考 え られ る こ とか ら、 今後 の周 辺調 査 の成 果 を待

って検討 してい く必要があろう。
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図 1 朝気遺跡 (ⅥI次調査)
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表 1 朝気遺跡 (VII次調査)出土遣物観察表

出 上 遺 物

( )復元値、単位 (cm)

番号
種   別

器   種
法       景  (cln)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備  考
産   地 口 径・ 器 高 。展 径

1 土   器 甕 (75)・  ― ・ ― 日縁部 ～

頸部
日縁部ナデ
外面ハケ

長石・石芙・雲母 良 灰褐 7 5YR 6/2

2 上  器 甕 (96)。  ― ・ ― 日縁部 ～

頸部
日縁部ナデ

内外面ヘ ラ削 り
石英 良 暗褐 75YR 3/4

3 土   器 鉢 (108)・  ― ・ ― 日縁言焉～

体部
ロクロ 石英・赤色粒子 良 明赤褐 5YR 5/8

4 上   器 不 (80)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体部
ロクロ 赤色粒子 良 赤褐 5YR 4/8

5 土 器 郭 (100)・  ― ・  ― 日縁都 ～

体音[
ロクロ 石英・赤色粒子 良 橙 7 5YR 6/6

6 土   器 郭 (108)・  ― ・ ― 日縁 部 ～

体 部
ロクロ 石英・赤色粒子 良 赤褐 5YR 4/8

7 L  器 不 (98)・  ― 。 一 日縁言Б～

体吉Б
ロクロ 石英・ 赤色粒 子 良 赤褐 5YR 4/8

8 [ 器 不 (98)。  一  。 一 口縁言5～
体部

ロクロ 石英・赤色粒子 良 赤褐 5YR

写真 1 2・ 3号唯畔検出状況
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朝気遺跡におけるプラン ト・オパール分析

皇學館大学教授 タト 山 秀 一

ここで は、朝気遺跡第 VII次発掘調査 において得 られた試料 のプ ラン ト・ オパ ール定量分

析 の結果 を簡単 に報告す る。

1.プ ラン ト・ オパ ール分析

イネ科植物 は、多量 の珪酸 を体 内に吸収 す るこ とで知 られ る。 これ らの珪酸 は、特 定の

組織 の糸田月包壁 に集 中 して蓄積 され、 オ直物珪酸体  (silica bOdy)と よイぎヤとてい る。 まテここう

した組織細胞 の うち、機動細胞 はイネ科植物 の葉身 にのみ存在 し、植物種 に よ りそれぞれ

固有 の大 きさや形状 を有 す る。 これ らの植物珪酸体 はSio2を 主成分 とす る非 品質ガ ラス体

であるため、土粒子の一部 となって土壌 中に長期 間残存す る。かか る植物起源の上粒子 を、

プ ラン ト・ オパ ール とよんでい る。

こう したプ ラン ト。オパ ール は、花粉化石 に くらべ て比重が高 くその移動範 囲 も限 られ

るこ とか ら、分析 の結果 は、狭域 の植生復原 に適 してい る。 また、 イネ をは じめ とす る栽

培植物の検 出 に よ り、本 田層や水 田域 あるいは畠地層や 畠地域 を認定す るこ とがで き、農

耕 の起源 お よびその波及、農耕様式の解 明 といった農耕 の諸問題 が解 明で きる。 そ して、

これ らの結果 と考古学の調査や地形分析 、 その他の植物化石 の分析 の成果 を総合 しかつ比

較検討す るこ とで、土地 の利用状況が明 らか にな る。

2.地層の堆積状況 と試料の採取

試料採取地点の地層の堆積 は、 la層 ～15

b層 に細分 され る。各層の特徴 は、右表 の とお

りで ある。

当遺跡 は、濁川 の支流 のつ くる自然堤 防状

の微 高地 か ら後背低地 にあた り、全般的 には

シル トや砂質 シル トといった細粒物質 で構 成

されてい る。また各層 とも土壌化 は顕著 で、地

表面 として安定 していた時間 は比較 的長か っ

た もの と考 え られ、発掘調査 で は 7a層上面

において畦畔状 の遺構 が検 出 されてい る。

従 って、 ここで は旧地表面や 旧耕地面 を認

定 し、また土地条件 の変化 を検討す るため に、

3a層 ～15b層 においてプ ラン ト・ オパ ール

定量分析用 の試料 を採取 した。

なお、土壊層で あ る a層 ではその上部 よ り、

また非土壊 層 であ る b層 につ いては、 その下

部 よ り試料 を採取 した。

地 層 試料番号 層 木目

1 暗茶灰色  シル ト質細砂

2 暗茶灰色  シル ト質細砂

3a 1・ 2 暗茶灰色  シル ト

4a 3 暗 灰 色  シル ト

5a 4 黒 灰 色  砂質シル ト

6a 5 暗 灰 色  シル ト質細砂

7a 6 暗 灰 色  砂質シル ト

8b 暗 灰 色  細砂

9a 7 暗 灰 色  砂質シル ト

10a 8 暗 灰 色  シル ト質細砂

1l a 9 暗 灰 色  砂質 シル ト

12a 10 暗 灰 色  砂質シル ト

13a 暗 灰 色  シル ト

14b 12 褐 灰 色  砂質シル ト

15b つ
０ 暗 灰 色  シル ト

3.分析の方法

定量分析法 に よる試料 の処理 は、絶対乾燥 一重量波1定 。仮比重測定 ―ガ ラス・ ビーズの

混入 ―ホモ ジナイザー に よる分散 ―ス トー クス法 に よる細粒物質 の除去 一乾燥 の順序 でお

こない、オイキ ッ ト液 に よ リプ レパ ラー トを作成 した。プ ラン ト・ オパ ールの分類学的検
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討 は、 400倍 ない し600倍の偏光顕微鏡下で、主 にイネ科 の機動細胞プ ラン ト・ オパ ールの

形態分類 に基づ いてお こなった。

検鏡 の結果、検 出 されたガ ラス・ ビーズ (約 300イ回)と プ ラン ト・オパ ール との比率 に よ

り、試料 lgあ た りの各プ ラン ト・ オパ ールの個 数 な らび に総数が求 め られ る。 さ らに、

イネ、 ヨシ属、 ウシクサ属 な らび にタケ亜科 の機動細胞プ ラン ト・ オパ ール につ いては、

地上部全ての重 さ (乾物重)を 層厚 l cm・ 面積 10aぁ た りの検 出量 で示す こ とがで きる。

4。 結果

全般的 に、プ ラン ト・ オパ ールの検 出数 と量 は多 く、上位 の層準 にな るに従 い増加傾 向

を示す。 また、 それ らの出現傾 向 は地層の堆積状況 に対応 し、 シル ト質細砂 で はやや少 な

いが、 シル トや砂 質 シル トにな る と検 出量が増す傾 向 にある。 そ して、プ ラン ト・ オパ ー

ル分析 の結果 か ら、 当遺跡 の土地条件 は細 かな変化 を経 て きてい る。 また、 イネの機動細

胞プ ラン ト・ オパ ールの検 出量 も多 く、畦畔状 の追構 が検 出 された 7a層 層準 において も

安定 した出現傾 向 を示す。

なお、同層上面や 同層準 か らの遺物の検 出 をみていないが、畦畔状 の遺構 は約 10mの 間

隔で並行 して検 出 されてい る。 当遺跡 の現地裏面 には条里型土地割が残存 し、かか る結果

は、 甲府盆地 における条里制の施工 とその初源 を検 討す る上 において も、非常 に重要で あ

る。条里区画 内 をさ らに細分す るようなこう した遺構 は、高松 市や東大阪市ですで に中世

以前 において検 出 されてお り、かか る遺構 の詳細 な時期 の決定が今後注 目され る。さ らに、

畠 としての土地利用 も併せ て考 えねばな らず、土地利用の時間的・ 空間的変化 とその違 い

を検討す る必要が ある。

また、 当遺跡 は濁川支流 のつ くる自然堤 防状 の微 高地 か ら後背低地 にか けて位 置す るこ

とか ら、小規模 で はあ るが河 )IIに よる洪水の影響 を幾度 とな く受 けていた とみ られ る。 そ

の後 は、比較 的安定 した土地条件 の もとで、稲作 の営 まれた こ とが考 え られ る。

なお、今 回の調査 では出土土器が限 られ、 甲府盆地 の稲作 の開始期 に迫 るこ とはで きな

か った。 しか しなが ら、濁川流域 の遺跡 の発掘調査 で は後背湿地 か ら多量 の弥生土器の出

土 をみてい るこ とか ら、盆地 内で ももっ とも安定 した土地条件 を示す 当遺跡 の周辺地域 は、

水稲農耕 を積極 的 に取 り入れた ところ とみ られ、初期水 田址の発掘調査 が今後大 いに期待

さ身tる 。
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外河原ヂクヤ遺跡

所  在  地  増坪 町 710-3番 地

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 最 終 処 分 場 建 設

調 査 面 積 53m2

調 査 期 間  平 成 4年 2月 5日 ～ 3月 20日

調 査 担 当者  鈴 木俊 雄

一ド
β

主貯

構遺

物遺

調 査 の概 要

本遺 跡 は甲府 市 南西 部 に位 置 し、標 高約 255mを 測 る低 地 部 で あ る。遺 跡 の す ぐ東側 を南

流 す る濁川 が市 内南 端 で平 等川 と合流 し、 周 辺 は度 重 な る水 害 にみ まわれ た地 域 で あ る。

昭和 60年度 に甲府 市教 育委 員 会 が 実施 した遺 跡 分 布 調 査 にお いて、古 墳 時代 か ら平 安 時代

にか けて の遺 物 が散 布 す る こ とが確 認 され て い る。

調 査 に際 し、工 事 対 象 面積 12.929m2に対 して試掘 坑 を 5箇所 設定 した。 その 内 4箇所 を

人 力 に よ り lm前 後 掘 削 し、 簡 易 な ボー リング調 査 を行 った。

遺構 は検 出 され なか ったが、 土 層観 察 に よ り低 湿 地 独 特 の様 相 が確 認 で きた。 土 質 は シ

ル ト及 び細砂 を主 と して酸 化鉄 粒 子 を多 く合 んで い る。 色調 は青 灰 色 、緑 灰 色 、灰 白色 で

合 水 率 が 高 く、 TP4か らは激 しい湧 き水 が見 られ た。

古 墳 時代 初 頭 の上 器 、 9世 紀 後 半 ～ 10世紀 後 半 に位 置づ け られ る土 師 器 、須 恵器 片、灰

釉 陶器 片が 出土 した。 図 2に 図化 可 能 な遺 物 を掲 載 した。 1は 、 日縁 内面 と櫛 歯 状 の施 文

が施 され る主 で 彦らる。 2は、 日縁 部 か ら胴 吉Бにか けて ミガ キ調 整 す る壺 で あらる。 3イよ高 台

邪 で、 4は 日唇 吉[が月巴厚 し、 外 面 をケ ズ リ調 整 す る必 で 》うる。 5イま底 吉[に 「十」、 6は外 面

に「物」の文 字 が記 され た墨 書 土 器 で あ る。外 面 はケ ズ リ、 内面 は放射 状 暗 文 が施 され る。

ま  と  め

遺構 は確 認 され なか ったが、平 成 13年度 に実施 した調 査 で は古 墳 時代 初 頭 の方形 周溝 墓、

9世紀後 半 ～ 10世紀 の集 落 、 12世紀 ～ 16世紀 の水 路 。畝 が検 出 され た (甲 府 市教 育 委 員 会

2003)。 平 安期 の建 物 跡 か らは土錘 が 出土 して お り、周 辺 の河川 で漁 労生 活 を営 ん で い た こ

とが推 測 さイをる。

方形 周溝 墓 につ いて は、 これ まで 山梨 県 で確 認 され て い る もの は微 高地 に形 成 され て お

り、 ヂ クヤ遺 跡 の よ うな低 湿 地 帯 で の検 出 は、本 県 にお け る方形 周溝 墓 の様 相 を考 え る上

で重要 な成 果 が得 られ た とい え る。確 認 され た方形 周溝 墓 は 1基の み で、現 段 階 で は広範

囲 な墓域 を形 成 して い たか不 明 で あ るが、今 後 の周 辺調 査 に よって確 認 され る こ とは予 想

され る。

近 年 、 東 京都 や埼 玉 県 の低 地 部 にお け る方形 周溝 墓 につ いて再 検 討 す る動 きが 見 られ、

今後 山梨 県 の低 地 部 にお け る事 例 が増 加 した場 合 、 ヂ クヤ遺 跡 を合 め て再 検 討 して い きた

い。                                (鈴 木 由香 )
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図 1 デクヤ遺帥 トレンチ配置図
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図 2出 土 遺 物
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表 1 外河原デクヤ遺跡出土遺物観察表

写真 1 言式掘坑遠景

写真 3 墨書上器出土状況

写真 2 言式掘坑セクション

写真 4 作 業 風 景

( )復元値、単位 (cm)

番号
種   別

器   種
法    量 (c4)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 口 径・器 高・底 径

1 土   器 壺 日縁部 櫛 歯 長石・石英 艮 弥生末～古墳初頭

2 土   器 壷 完形 ガ キ 金雲母 良 におfい橙 7 5YR 6/J

3 土   器 不 (165)・ (64)・ (68) 日縁吉Бヽ
底部

ロクロ 密 良 にぶい橙 75YR 7/4

4 土   器 邦 140 日縁 部 ～

底 部
ヘ ラ削 り 密 良 にぶい橙 7 5YR 6/4

5 土   器 邪 114 61
日縁部 一

底部
肉面略文

外面ヘ ラ削 り
密 良 にぶい橙 5YR 6/4 底部に「十」の墨書

6 土   器 邪 114 日縁部 ～

体部
内面暗文

外面ヘ ラ削 り
赤色粒子 良 にぶい橙 7 5YR 6/4 外面 に「物コの墨書
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の兎遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

甲府 市 東 光 寺 三 丁 目 3番地

甲府 市

宅 地 造 成

54m2

平 成 4年 6月 5日 ～ 6月 22日

伊 藤 正 幸

調 査 の 概 要

亥 の 兎 遺 跡 は、広 義 の高倉 川 扇 状 地 上 に位

置 し、標 高 258mを 測 る。南 に向 い た緩 斜 面 に

あ り、 葡 萄 の耕 作 が行 われ て い る。 また、 こ

の地 域 に は古 墳 時代 か ら平 安 時代 に至 る遺 跡

が 多 く、 本 追 跡 の東側 約 30mの場 所 に あ る東

光 寺 東 部 公 会 堂 の建 設 に際 し、 古 墳 時代 後 期

の高 不 が採 集 され て い る。また、北 方約 100m
に あ る東 光 寺 は、 甲府五 山 と して武 田信 玄 か

ら手厚 い加 護 を受 け、 また武 田信 玄の 長 男 義

信 を幽 閉 した寺 と して知 られ る。

今 回 この地 に宅地 造成 の計 画 が 出 され 、 甲

府 市教 育 委 員 会 で は遺 跡 の保 護 の ため試掘 調

査 を実 施 した。

調 査 は 2m四 方 の試掘 坑 8個 を基 本 と し、

必 要 に応 じて試掘 坑 を拡 張 しなが ら調 査 を実

施 した 。

遺 構・ 遺 物

いず れ の試掘坑 か らも遺構 。遺物 とも確 認

で きなか った。

ま  と  め

本地 点 にお ける遺構 の確認面 (地 山)ま で

が浅 く、葡萄畑 の耕作 によ り削平 された可能

性 が 高 い。 (伊藤正 幸 )

0         10m
i…

図 1 亥の兎遺跡 トレンチ配置図
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序層

朝気遺跡 付Ⅲ次調査)

調 査 位 置  甲府 市朝 気 三 丁 目416番地

調 査 原 因者  個 人

調 査 原 因 店 舗建 設

調 査 面 積 23.3m2

調 査 期 間  平 成 4年 7月 29日 ～ 8月 28日

調 査 担 当者  伊 藤正 幸

調 査 の概 要

朝 気遺 跡 は、 弥生 時代 か ら平 安 時代 に至 る まで、 長期 間 にわ た り営 まれ た遺 跡 で あ る。

これ まで に東 小 学校 の校 舎増 築 や 市 道 の拡 幅工 事 に伴 い 7次の調 査 を繰 り返 して お り、 そ

れ らの調 査 に よって低 地 にお け る遺 跡 の 造営 に対 し多 くの 資料 を提 供 して い る。

今 回 の調 査地 は東 小 学校 の 南 西側 、標 高 258m程 に位 置 す る。申請地 は空 き地 にな って お

り 2m四 方 の試掘 坑 を 6箇所 設 定 し、 必 要 に応 じて拡 張 しなが ら調 査 を実施 した。

客土の厚 さが地点 に よ り35～ 80cmと 大 き く異 な る。 これ は植木畑 と して利用 されていた

ため、かな りの攪乱 がな され、表上の厚 さの違 いに現 れた もので あろ う。客土以下 は比較

的安定 してい る もの、平安時代 の遺物 を若千含んだ第 5及 び第 6試掘坑 は、 lm近 くまで

攪 乱 されてい る可能性 が強 い。

第 2試掘坑 において古墳時代 の遺物 は、黒色 シル ト層 中か ら検 出 され、現地表面か らの

深 さは 2～ 2.2mを 測 る。

遺構・ 遺物

各試掘坑 とも遺構 は検 出 され なか った。

遺物 としては、第 2試掘坑 か ら古墳時代 前期 の遺物が まとまって検 出 された。検 出 され

た遺物 は壷・ 台付警・ 高邦 な どで、 この うち主 1点 と台付甕 はほぼ完形 品で、他 は童の上

半部のみ残存が 2点 、頸部以下残存 が 2点 となってい る。 また高邪 はすべ て脚部のみが検

出 された。 いずれ も地表下 2～ 2.2mの 深 い位置か らであ る。

一方、第 3試掘坑 か ら検 出 され た邪 の 口縁部 は平安時代後期 に位 置付 け られ るが、 同層

中 には古墳時代前期 の土器 も混 ざっていたため、流 れ込み と思 われ る。

(伊藤正幸 )

-42-



5)

0                  1om

図 1 出 土 遺 物

-43-

０
鶴

げ
ヽ



表 1 朝気遺跡 (ⅥⅡ次調査)出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番 号
種  別

器  種
上去            亡豊  (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備  考
産   地 日 径・器 高・底 径

1 土   器 77 頸部 ～

底部
内外面 ミガキ 長石 石英 良 橙 5YR 6/6

2 土   器 士霊 (122)・ (197)・  57 日縁音下～

底部
内外面 ミガキ 長石 石央 良 橙 5YR 6/6

3 土   器 高写 (152)・  ―  ・ ― 口縁部
内面暗文

外面ヘ ラ削 り
釜雲母 良 にぶい褐 7 5YR 6/3

4 土   器 啄 (176)・  ― ・ ― 口縁部
内面嗜文
外面ナデ

釜雲母 良 橙 75YR 7/6

5 土   器 士空 (140)。  ― ・ ― 日縁部 チ デ 長石・金雲母 良

内)灰黄褐 10YR 6/2
外)1こ ぶい黄橙 10YR

6/4

6 土   器 (146)・  ― ・ ― 日縁部 ^ケ 長石・石英・金雲母 艮 にぶい橙 5YR 6/4

7 土   器 十空 (159)' ― ・ ― 日縁 部 ～

丹同吉Б
ナ デ 長石・石英 良 橙 5YR

8 土   器 S宇甕 (129)・  ― 。 一 日縁吉[～
月同吉[

内面指頭痕
外面ハケ

金雲母・長石 良

内)|こ ぶセサ豊7 5YR
6/4

外)|こ ぶい責橙 10YR
7/3

9 土   器 S字甕 底 部
ハケ・ヘラナデ
脚部内面指頭痕 金雲母・長石 良

内)橙 5YR 6/6
外)灰褐 7 5YR 5/2

土   器 小型碗 ― ・ ― 。(16) 胴 部
～

底部
内面指頭痕

外面ヘ ラ削 り
長石・ 金雲母 良 橙 5YR

11 土   器 高 耳 ― ・ ― ・(156) 脚 部

吟呻
金雲母 良 橙 5YR 6/6

土   器 S字甕 11 9 ・ 23 7 87
日縁言【～

底部
外面ハケ 長石・ 石夫・ 金_r母 良

内)灰褐 75YR 4/2
外)橙 5YR 6/6

土   器 高 不 ― ・ ― 。(142) 脚部
内面ハケ

外面 ミガキ
釜雲母 。長石 良 橙 7 5YR 6/6

陶   器 晩 ― ・ ― 。(70) 底部 施釉 密 良好

写真 1 調 査 区 遠 景 写真 2 遺 物 出 上 状 況
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塩部遺跡 !ど
iに

α I

OI

調 査 位 置  甲府 市塩 部 一 丁 目431番地 他

調査 原 因者  学校 法 人朝 日幼 稚 園

調 査 原 因 朝 日幼 稚 園建 設工 事

調 査 面 積 60.O m2

調 査 期 間  平 成 4年 9月 7日 ～ 9月 9日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

工 事 予 定地 に、 東 西 方 向 12m× 2m、 南 北 方 向 20m× 2mの 東 南 部 で L字型 に交差 す る

2本 の試掘 トレンチ を設 定 した。 重機 に よ り掘 削 した後 、 人 力 に よって埋蔵 文化 財 の有 無

を確 認 した。

ま  と  め

調 査 区 の 中か らは、 1点 の土 器 も発 見 され なか った。広 い範 囲 を 占め る塩 部遺 跡 は、 南

北 2個所 の遺 跡 に分 け られ る可 能性 が 高 い と思 われ る。         (信 藤祐 仁 )

写真 1 南北 トレンチ
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大坪遺跡

調 査 位 置 甲府市横根町字大橋 、桜井町字角田

調 査 原 因 老 人保健 施 設建 設

調 査 面 積 232m2

調 査 期 間  平 成 4年 9月 16日 ～10月 14日

調査 担 当者  伊 藤正 幸

調査の概要

昭和 50年 3月 、国道 140号線 の改修工事の際 に、工事現場 か ら多量の上器が発見 された。

山梨県遺跡調査 団は、 この工事及び旧国道 20号線 を結ぶ跨線橋建設工事 に伴 い、発掘調査

を実施 したが、 この調査 に よって溝状遺構 、土器集 中遺構 及び焼土等 を検 出 し、同時 に平

安時代 を中心 とす る多量の土師器 を確認 した。 この調査 を契機 に周辺の広範 囲 を大坪遺跡

とし、周知の埋蔵 文化財 として登録 した。

今 回 この地 に老 ノヽ保健施設の建 設計画が示 され、計画地域が大坪遺跡 の範 囲内であ るこ

とか ら、 甲府市教 育委員会 では遺跡 の規模 、包蔵地 までの深 さ、発掘調査 の期 間及び経 費

の算 出 を目的 に確認調査 を実施 した。

調査対象地 7470m2と 広大 で あったが、葡萄畑 として使用 されていたため、 2m× 2mの
試掘坑 58箇所 を設定 し、 ミニバ ックボウで荒掘 りを行 った後、人力で精査 した。

調査地全域 にわた り表土 (耕作土 )の堆積 は比較 的薄 く、15～ 20cm程度で ある。 したが

って、葡萄 の植付 けあ るいは葡萄棚 の設置の際 に、遺物が表面 に現れてい る地点が多い。

耕作土以下の層序 は、褐 色土層、黄褐色土層、黒褐色土層、茶褐 色土層の順 に堆積 し、

この うち褐色土層が遺物の包含層 にあた る。 また、北側 の調査 区では茶褐色土 を掘 り込ん

で溝状遺構 が確認で き、 また責褐 色土層の上部 に しま りの強 い赤褐色土層が認め られ る箇

所 もあ る。対象地東側 で は、耕作土以下が砂層 にな り、湧水が激 しい。

壁 面 の セ ク シ ョンに よ り、 住 居跡 及 び溝 跡 を確 認 した。

住 居 跡 は調 査 区 内 Jヒ側 に 2車千確 認 され、 1軒 はカマ ドに よ り、 また 1軒 は貝占床 に よ り判

断 した。 また これ ら 2軒の住 居跡 の西側 に は断面 が Vあ るい は U字 を示 す溝 跡 が確 認 で き

た。 いず れ の溝 跡 も茶褐 色 土 層 を掘 り込 み、黒 色 の有機 質 上 が落 ち込 ん で い る。

古墳時代 か ら平安時代 にいた る土師器及び須 恵器並 び に奈良時代 の平瓦 が出上 した。

土師器 は琴、皿、高郷 に、 また須 恵器 は高台付邪、甕、主 にそれぞれ器形 を分類す るこ と

がで きる。

出土遺物の大半 は溝跡の北東側 か ら検 出 されていて、 それ以外 の地点では小破 片が認め

られ る程度で、散布 も散漫 であった。

序層

構遺

物遺
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ま  と  め

市内東部一帯 は弥生時代 か ら平安時代 に至 る遺跡の分布が顕著 であ る。今 回の調査 で は

対象地東部 と西部 とで遺構 。遺物 の散布 に差異が確 認で き、 また土層 に も違 いが現 れた。

この こ とは、複雑 な微地形 の変化 と提 えるこ とがで きる。本遺跡の北方 に位置す る積石塚

古墳群 の存在 とも合 わせ て、空間的 な土地利用 を検討す る際 に も微地形 を読 み取 る事 が必

要 で、今 後 の調 査 の増 加 に期 待 した い。 (伊藤正 幸 )

土 層

l耕  作  土

2贈 褐 色 土 層

3暗 黄褐 色土層

4黒 色 粘 土 層

5明 茶褐 色 土層

TP iO～TP 3i

1耕  作  土

2褐 色 土 層

3赤 褐 色 土 層

4皓 掲 色 土 層

5黒 色 粘 土 層

6皓灰自色粘土層

〕耕  作  主

2黄 褐 色 土 層

3黄 掲 色 砂 層

4青 灰 色 砂 層

5シ ル ト質砂 層

図 1 試 掘 坑 配 置 図
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囲
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囲
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圏
ＴＰ４

閾
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牌
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緑が丘一丁 目遺跡

調 査 位 置  甲府 市緑 が丘 一 丁 目114、 1122
調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 東 京 電 力独 身 寮 改築工 事

調 査 面 積 63.5ギ

調 査 期 間  平 成 4年 12月 10日 ～ 12月 14日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

寮 の建 物 北 東側 に あ るテニ ス コー トの長軸 に沿 って、 東 西 方 向20m× 幅 2mの 試掘 坑 A
トレ ンチ を設 定 した。 この Aト レンチ西 端 か ら南 に直 交 させ て 「 L」 字形 にな る よ うに幅

2mの Bト レ ンチ を設定 し、テニ ス コー トの外 の延 長上 に、長 さ 5m× 幅 1.5mの Cト レ ン

チ を設定 した。

重機 に よって表 土 とその下 の ア ス フ ァル トを取 り除 い た後 、 人 力 に よって埋蔵 文化 財 の

有 無 及 び土 層 の堆積 状 況 を確 認 した。

Aト レンチ 内 は、表 ± 10cmがテニ ス コー ト面 とな る山桂 を固 め た層 で、 その下 は 10cmの

ア ス フ ァル ト舗 装 にな って いた。 この下 が本来 の土 層 で、 Bト レンチ と交差 す る 4ぜ部分

に深 掘 りをか けて、 層序 を観 察 した。 第 3層 は、灰 色砂 層 で拳 大 の川 原石 が混 じる。 第 4

層 は褐 色 土 層 で、 第 5層 が不 透 水 層 で あ るため に 3層 との 間 にで きた鉄 分 堆 積 層 で あ る。

第 5層 は暗灰褐 色 シル ト層 で、上 面 に は煉 瓦 も含 まれ る。 第 6層 は灰褐 色 シル ト層 で、 第

7層 が責褐 色 の粗 い砂 層 で あ る。 Cト レンチ は、 5層 まで ほぼ A・ Bト レ ンチ と同 じで あ

るが、 6層 は暗褐 色 の粘 質 土 層 で縄 文 土 器 の包含 層 とな って お り、 7層 は黒 褐 色 の礫 混 土

層 で あ る。

と  め

遺構  各試掘坑 とも遺構 は検 出 されなか った。

遺物  Cト レンチ 6層 か ら、縄文時代 の遺物が確 認 された。 2は縄文土器 の底部で あ り、

表面 は磨耗 が激 しいが、胎土 に長石 、石英 とともに金雲母 を多量 に含 んでい る。図示 で き

なか ったが、 この他 に十数点同様 の胎土 を もつ小破 片が ある。 この うちの一部 に半載竹管

の集合条線が観察 され、胎土 とともに考慮す ると縄文 中期初頭 あ るいは前葉の もの と推測

され る。 その他 、黒 曜石 1点が あ る。

1は Aト レ ンチ の 5層 上 部 か ら出土

した硯 で あ る。 同層 中 には煉 瓦 も見 ら

れ るが、 江戸 中期 の飴釉碗 の小破 片 も

あ り、近 世 以 降 の もの と推 定 され る。

(信藤祐 仁 )

|

出 土 遺 物

日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
巳

　

図

一

、卜

學 |
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番 号 器   種
法 量  (cm)

部位 調 整 な ど 胎      土 焼 成 色   調 備  考
地 日 径・ 器 高 。底 径

l 石 製 品 硯
長 さ
(80)・ 一

さ

７

厚

０

2 土   器 甕 ― ・ ― 。(56) 底 部 ナ デ 長石・石英・金雲母 良 明貢褐 10YR 7/6

表 1 緑が丘―丁目遺跡出土遺物観察表

写真 1 調 査 風 景

写真3 東西トレンチ(西側) 写真4 南北 トレンチ(北側)

)復元値、単位 (cm)

写真 2 南北 トレンチ北西端土層推積状況

写真 5 南北 トレンチ(南側)
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甲府城関係遺跡

調 査 位 置  甲府 市 丸 の 内一 丁 目 1番地 内

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 新 都 市拠 点整備 事 業

調 査 面 積 1,447.O m2

調 査 期 間  平 成 5年 1月 20日 ～ 3月 27日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

旧国鉄 貨 物 ヤ ー ド地 内 は、 江 戸時代 中期 に は家 老柳 沢 保 格 等 の屋 敷 地 で あ った。 この地

域 内 に東 西 南 北 3本づ つ の調 査 トレ ンチ を設 定 し調 査 した ところ、武 家屋 敷 に関係 す る遺

構 ・ 遺 物 が確 認 され たの で、平 成 5。 6年 度 に本 調 査 を実施 した。 (信藤祐 仁 )

甲府市立図書館予定地

調 査 位 置  甲府 市城 東 一 丁 目12番地

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 甲府 市立 図書館 建 設工 事

調 査 面 積 60.O m2

調 査 期 間 平 成 5年 4月 12日 ～ 4月 13日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

予 定地 は旧琢 美 小 学校 束 半 の校 庭 部分 に あた り、 南北 に長 い長 方形 の敷 地 で あ るの で、

東 と西 に10m× 2m、 北 と南 に 5m× 2mの 試掘 トレ ンチ各 本 を設 定 した。 重機 に よ り掘

削 した後 、 人 力 に よって埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

調 査 区 の 中か らは、 南 トレンチの 第 2層 中か ら時代 不 明の上 器 小 片 2点 が 出上 した。 な

お、 東 トレ ンチ か ら、 昭和 20年 7月 6日 に見 舞 われ た 甲府 空襲 時 にお け る、 M69焼夷 弾 と

それ を束ねていた E46集束焼 夷弾が発見 された。 (信藤祐 仁 )

―

ユ

=:||■
:|

写真 2 西側 トレンチ発見された焼夷弾等
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構遺

高源寺経塚

調 査 位 置  甲府 市 高畑 一 丁 目3561番地

調 査 原 因者  高源 寺

調 査 原 因 境 内整 備

調 査 面 積 4.O m2

調 査 期 間 平 成 5年 4月 27日 ～ 5月 13日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要

往職 で あった斎 藤典男氏 (当 時 甲府市文化財調査審議 会会長)か ら、経塚 の発掘調査依

頼が あ り、斎 藤氏の協 力 を得 て調査 を行 った。石碑 の移転 に伴 い、経碑 の下 を 2m× 2m
の範 囲で発掘調査 を実施 した。

経碑の基 台直下 に、加工石 を方形 に組 んだ区画が あった。安 山岩 の上面 を平 らにな るよ

う粗 く加工 し、死角 とな る下側 の調整 は粗略で あ る。上面 幅 は25cm前後 であ るが、長 さは

一様 でない。下層 に80cm西 にずれて、経石 の埋納 が検 出 された。外側 に川 原石 を方形 に配

し、内側 に経石 を納 め る。外縁 は東側 で 6石、南側 で 5石、北側 で 1石が確 認で きた。西

側 に も 1石 あ るが、経石 の上 に乗 り外縁石 ではない。経石 の集 中部分 は80cm× 120cmの 範 囲

で、約 10cmの 厚 さで あった。経石 は 5～ 10cm大 の川 原石 で あ り、集 中す る ものの土が混在

す る。経石埋納部分 は、全体 的 に根 の進入がみ られ、特 に西半が攪乱 を受 けていた。経碑

はその下の経石埋納部分 と位置的 にずれが あ り、調査時点 の段 階ですで に東側 に移動 させ

られていたこ とが判 明 した。

経石 は約 4,000点 出上 し、 うち 1,750点 に墨 書 が 認 め られ た。 墨 書 は平 坦 面 に書 か れ る も

の が 多 いが、不 定形 な石 の側 面 に書 か れ る もの もあ る。「間」「頓」「出」な どの一 宇一石 経 、

一 石 の両面 に 「性 」「之」 を記 した ものや 「○種 」「如 〇 」 な どの 多字 一石 経 もあ る。経 碑

の銘 文 か ら、 宝暦 七 年 (1757)法華経 を書 写 して埋 納 した もの と思 われ る。

埋納 部分 の上 面 と東側 か ら、 土 師質 皿 型 土 器 、鉄 釉碗 、 車 花 文 が描 か れ た染 付碗 が各 1

点づ つ 出土 して い るが 、 過 去 の経 碑 移 転 に際 して の混 入 物 で あ る。

経 碑 の形 態 は、角柱 の塔 身 に唐 破 風 付 の笠 を置 い た もの で、笠 の上 に宝珠 が 乗 せ られ る。

塔 身 の下 に は 3段の方 形 基 台が あ る。最 下段 は 5石で 方 形 に組 まれ る。粗 い調 整 で基 台下

の 方形 に区画 した石 と同 じで あ り、上 二段 は塔 身 と同 じ調 整 で あ る。

塔 身 の正 面 (東面 )に は 「南 無 日蓬 大 菩薩 」 と亥1ま れ 、 文 字 を赤 色 に塗布 して い る。 北

面 に「奉書 嘉石 経 全 部 成 就 」、 南 面 に 「後 五 百歳 中廣 宣流 布 」、 背 面 (西面 )に 「賓暦 七 年 丁

丑 稔 八 月十 三 日 光 照 山二 十 一 世 日住 営 建 焉 」 と二 行 で 刻 され る。 第 21代住 職 の 日住上 人

が 、妙法 蓬 華 経 (法華 経 )を 書 写 し、 後 世 まで法 華経 が広 く流 布 す る こ とを祈 願 し、建 立

した石 塔 で あ るこ とが わ か る。

笠 は入母 屋 造 の屋根 の 正 面 に唐 破 風 が付 き、 兎毛 通 の唐 破 風 の懸 魚 は 中央 に星 形 、左 右

に唐 車 文 を陽 刻 し赤彩 され る。 鬼 板 部 分 は菊 の花弁 が 半 円形 に 8枚彫 刻 され て い る。

宝珠 は 5枚の蓬 弁 で構 成 され る請花 と、 中央 部 に最 大 径 を持 つ 宝珠 一 石 で表 現 され る。

(信藤祐 仁 )

物遣

碑
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番号
種   別

器  種
I去             とミ  (cln)

部位 調 整  な ど 焼 成 色    調 備   考
産   地 日 径・器 高・底 径

上   器 かわらけ (73)・ (15)。 (42) 口縁部 ～

底部

ロクロ
底部回転糸切 り

長石・石英 ,金雲母 良 におゞい橙 7 5YR 7/4

陶   器 碗 (116)・  ― ・ ― 日縁部～
底部

鉄釉 密 良

磁   器 碗 (80)・ (45)・ (28) 口縁都 ～

底部
染 付 級 密 良 好

表 1 高源寺経塚出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

0                      40 cm

図 2 供養 塔 実 測 図

/知威け＼＼
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写真 3 経石埋納遺構、上部

写真 1 経 碑 正 面

写真 2 経石出土】犬況

写真 4 経石埋納遺構、下部

酒折縄文遺跡

調 査 位 置  甲府 市酒 折 三 丁 目1309番 地

調 査 原 因者  個 人

調 査 原 因 集 合 住 宅建 築工 事

調 査 面 積 12.O m2

調 査 期 間 平 成 5年 9月 28日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

ま  と  め

集合住宅予定の北 と南 に 4m× 1.5mの 試掘 トレンチ 2本 を設定 し、重機 に よ り掘削 した

後人力で掘 り下 げたが、遺構 。遺物 ともに発見 されなか った。      (信 藤祐仁 )
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大坪遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

,鼻
1韮令黎

手≦、モデ

甲庁子寸子海驚木罠田丁力竜Fヨ 451-3・  4、

453-2番地

個 人

集 合 住 宅建 設工 事

11.O m2

平 成 5年 11月 11日

信 藤祐 仁

.=,二■
:.、

lit

._.I韓

調査の概要

大坪遺跡 は、跨線橋建 設地点の調査で土師器焼成遺構 が検 出 され、十郎川 改修工事地点

の土器廃棄場所 か ら「甲斐国山梨郡表 門」の刻書土器が発見 された平安時代 の上器生産遺

跡 と して著 名 で あ る。

集合 住 宅調 査 予 定地 に、 1l m× lmの 南北 方 向 の試掘

トレンチ を設 定 した。 重機 に よ り掘 削 した後 、 人 力で埋

蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

調 査 区 は元 本 田で あ り、その後 葡 萄 畑 にか わ って い る。

調 査 区 の上 層 は第 1層褐 色粘 質 土 層  耕 作 ± 12～ 15cm、

第 2層  黄 褐 色 土 層  2～ 7 cm 本 田 の 床 上 、 第 3層

褐 色砂 質 土 層  20cm、 第 4層  黒褐 色粘 土 層 (責褐 色砂

混在 )20cm、 第 5層  黒褐 色粘 土 層  10cm、 第 6層  黒

色粘 土 層  地 表 下約 75cm以 下 で あ る。

調 査 区の北 端 か ら、 弥生 時代 後 期 の壷破 片が検 出 され

た。 土器 は幅広 有 段 日縁 壷 の 回縁 部 で あ り、 内側 に は横

方 向、外側 の有 段 口縁 部 は横 方 向、頸 部上 端 部分 は縦 方

向 のハ ケ調 整 が施 され て い る。 日縁 部 に は、縦 に 2本 と

3本の断面 三 角形 の棒 状 浮 文 が貼 り付 け られ て い る。

(信藤祐 仁 )

写真 1 調査 トレンチ

図 1出 土 遺 物

o               10 cm
|

表 1 大坪遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番号
種   別

器   種
法    量 (cm)

部 位 調 整 な ど 土 悦 成 色   調 備  考
産   地 日 径・器 高・底 径

1 土   器 壷 (360)・  ― ・  ― 日縁 音Б
ハケ

日縁部棒状 i子 文
長石・金_T母 良

にぶい黄橙 10YR
7/4
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豆田遺跡 (1)

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

甲府 市池 田三 丁 目27卜 1番地 他

個 人

宅地 造 成

11.25m2

平 成 5年112月 8日 ～12月 9日

信 藤祐 仁

調 査 の概 要

中央 線 の線 路 に面 した葡 萄 園 に宅地 造 成 が計 画 され たの で、 1.5m× 1.5mの 試掘 坑 5箇

所 を設 定 し、 手掘 りで埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

5箇所 の試掘坑 は、地表下 175cm～ 195cmま で掘 り

どが、砂層 または砂質土層で荒サIIの 氾濫源で あった

流 か らの流 れ込 み と思 われ る平安時代 の土師器小片

されたのみで ある。

下 げ た。調 査 区 内の上 層 は その ほ とん

と推 定 され る。 西 端 の試掘 坑 か ら、上

と、近 世 以 降 の磁 器 底 部 各 1点 が発見

(信藤祐 仁 )

豆田遺跡 (2)

調 査 位 置  甲府 市池 田三 丁 目1991番地 他

調査 原 因者  個 人

調 査 原 因 集 合 住 宅建 設

調 査 面 積 4.5m2

調 査 期 間 平 成 6年 1月 17日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

前 記 の宅地 造成地 の道 路 を挟 ん で東側 、 マ ンシ ョン建 設工 事 予 定地 に1.5m× 1.5mの 試

掘 坑 2箇所 を設 定 し、 手掘 りで埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

試掘坑 は 2箇所 とも地表下 170cmま で掘 り下 げたが、

東側 の試掘坑、地表下 50cmの 地点の第 4層 か ら、磨耗

されたのみであった。

すべ て砂層 または砂礫層で あった。

した時期不 明の土器小片 2点 が発見

(信藤祐仁 )
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緑が丘一丁 目遺跡

調 査 位 置  甲府 市緑 が丘 一 丁 目149番地 他

調 査 原 因者  イ回人

調 査 原 因 住 宅 宅地 造 成

調 査 面 積 13.5m2

調 査 期 間  平 成 5年112月 13日 ～ 12月 21日

調 査担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

住 宅 の建 設 予 定地 内 に東 西 方 向 の調 査 区 を設 定 し、 重機 で表 面 の ア ス フ ァル トを除去 し

た後 、 手掘 りで埋 蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

予 定 地 は、 か つ て存 在 して い た住 宅 が 火災 で焼 失 し、 駐 車 場 にな って い た場 所 で あ る。

調 査 区 の上 層 は、第 1層  アス フ ァル ト 5 cm、 第 2層  灰 褐 色砕 石 層  10cm、 第 3層  灰

褐 色土 層  30～ 40cm 旧建 物 の 火災 の焦 土 や 灰 。瓦 礫 な どが混 ざ る。 第 4層  黒 褐 色粘 土

層  30～ 40cm、 第 5層  黒褐 色粘 土 層  30～ 40cm、 第 6層  黒褐 色粘 土 層  地 表 下 90cm以

下 で、 西側 で は褐 色 味 が 強 い。遺 構 は検 出 され ず 、遺 物 は第 4・ 5層 か らの 出上 で あ る。

(信 藤祐 仁 )

0                    10 Cm

図 1出 土 遺 物

表 1 緑ヶ丘―丁目遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

蝸

番 号
種   別

器   種
法

部位 調 整 な ど 上 焼 成 色    調 備   考
産   地 口  径・ 器 ・底  4差

ユ 土   器 甕 (176)・  ― ・ ― 甕 クヽ 長石・ 石英 良 におヾい橙 5YR 6/3

2 上  絲 甕 ― ・ ― ・ 70 底 部 摩耗 にて不鮮 明 長石・ 金雲母 IR にぶい黄橙 10YR 7/3

3 土   器 簑 (170)。  一 ・  ― 日縁部 ナ デ 長石・ 石英・ 令雲母 浪 橙 75YR 6/6
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深 田遺跡

調 査 位 置  甲府 市 国玉 町深 田5901番地

調 査 原 因者  個 人

調 査 原 因 個 人住 宅新 築

調 査 面 積 14.5m2

調 査 期 間 平成 5年 12月 22・ 24日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要                      な     二｀ぎ f°

住宅 の建 設予定地 内に、東西方 向の調査 トレンチ1.5m× 7mと 2m×
定 した。表 土制 ぎ終 了時点で調査 区の ほぼ全面 に攪乱 が及んでいたが、

分 で 自然堆積 層 を確認 した。

2mの 試掘 坑 を設

試掘 坑 の深 掘 り部

ま  と  め

試掘 トレンチ、試掘坑 ともに、瓦 や廃材 の他泥炭質 の黒褐色粘 土層 が混在 してお り、地

下 lm以 上攪乱が及んでい るこ とが判 明 した。             (信 藤祐仁 )

大坪遺跡

調 査 位 置  甲府 市桜 井 町 606、 610番地 他

調 査 原 因者  甲府 市

調 査 原 因 市道 改 良工 事

調 査 面 積 15,O m2

調 査 期 間 平 成 6年 2月 23日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

山梨 県教 育委 員 会 が 、 昭 和 50年 度 に調 査 した跨 線橋 建 設北 地 点 の 東側 に位 置 す る。 既 存

の 市 道 に側 溝 を建 設 す る工 事 に先 立 ち、 5m× lmの トレンチ 3本 を設 定 した。 重機 で表

土 付 近 の上 を除去 した後 、 手掘 りで 埋蔵 文化 財 の有 無 を確 認 した。

ま  と  め

調 査 区 内か ら大 きな破 片 は な い もの の、 古 墳 時代 か ら平 安 時代 の 上 器 が 出上 した。調 査

区 の基 本 土 層 は、 第 1層  ア ス フ ァル ト 5 cm、 第 2層  灰 褐 色 砕 石 層  10cm、 第 3層

暗茶 褐 色粘 質 土 層  10～ 15cm 第 4層  黒 褐 色砂 質 シル ト層  10～ 15cm、 第 5層  黒 褐 色

粘 土 層  10cm、 第 6層  黄 褐 色粘 土 層  10cm、 第 7層  暗灰 褐 色 粘 土 層 10cm、 第 8層  明

黒 褐 色粘 土 層 35cm以 上 で、上 部 に は灰 褐 色 の粘 土 が混 じ り、茶 褐 色 の鉄 分 斑 が 入 る。

明確 な遺 構 は確 認 で きなか った が、西 トレ ンチ の東側 に遺 構 状 の落 ち込 みが確 認 され た。

第 6層 を15～ 25cm掘 り込 ん で お り、 部 分 的 に見 られ る こ と と、 周 辺 に比 べ 炭 化 粒 子や 土 器

が多 く混 ざってい るこ とか ら、 なん らかの遺構覆土の可能性 が あ る。
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上土器遺跡

調 査 位 置  甲府 市桜 井 町上 土 器 272～ 282番地

調 査 原 因者  イ回人

調 査 原 因 個 人住 宅新 築工 事

調 査 面 積 168.O m2

調 査 期 間  平 成 5年 3月 7日 ～ 4月 4日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要

上土器遺跡 は甲斐 国分寺跡 と同範の軒 丸瓦が出土す るこ とか ら、 甲斐 国分寺 に瓦 を供給

した とされて きた遺跡で ある。遺跡 は1985年 に発見 され、1987年 に甲府市史編 さん委員会、

1988年 に山梨県教 育委員会 に よって発掘調査 が行 われてい る。

対象地 は元葡萄畑 であ り、宅地造成後、個 人住宅が建設 され るため試掘調査 を実施 した。

約 50m× 55mの 敷地 に10箇 所 の区画 にそれぞれ調査 区 を設定 し、北東か ら渦巻状 に 1,2,
3,… …・10区 とした。

すで に造成 は終 了 し、道路や擁壁 の設置後 であったため、調査 には制約が多 く困難 な部

分 もあった。

遺構 と遺物

遺構 は 2区 に不整形 の粘土採掘坑、 10区 に掘 り込み を伴 う瓦類 の集 中す る灰原状 の もの

が検 出 された。遺物 はすべ ての調査 区か ら出上 し、 3区 と10区 には瓦類 の集 中が見 られ、

特 に10区 には壁体や焼土や炭化物が面的 に存在 してい る。

1 瓦類

瓦 の種類 は軒 丸瓦、軒平瓦、九瓦、平瓦、鬼瓦、専が あ る。 出上 した瓦 の ほ とん どが破

損 した り窯変 した ものであ るため、製品 として流通す るこ とな く窯出 しの後 に一括 して廃

棄 された もの と推 定 され る。

軒 丸瓦① (Al種 ) 素弁 八葉蓮華文。 中房 に 1+8の 蓮子 を持つ。蓮弁 は卵型で丸 く

膨 らみ、やや突 出 した間弁 を持 つ。外 区は隆起 した二重の圏線が巡 る。蓮 子の表現 は、や

や潰れて広が る。色調 は灰色 ～灰褐色で、焼成 は概 ね還元贈焼成で ある。 (図 4.1、 2)
軒 丸瓦② (A2種 ) 素弁 八葉蓮華文。 中房 に 1+Sの 蓮子 を持つ。蓬弁 は卵型で丸 く

膨 らみ、やや突 出 した間弁 を持つ。外 区は隆起 した二重の圏線が巡 る。蓮子の表現 は、 A
l種 に比べやや小振 りで シャープ な印象 を受 ける。色調 は灰色 ～灰褐色で、焼成 は概 ね還

元烙焼成で ある。 (図 4.3、 図 5.4)
軒平瓦① (Bl種 )均 整唐革文。中心飾 は花頭 を意識 した円 とその下 に崩れたC字状 の

唐革 を交差 させ る。唐草文 はやや直線的 に配 され、先端 は玉状 で ある。顎部 は曲線顎で あ

る。色調 は灰色 ～灰褐色で、焼 成 は概 ね還元 JkPa焼成 であ る。 (図 5.8)
軒平瓦② (B2種 )均 整唐車文。中心飾 は花頭 を意識 した円 と、その下 にC字状 の唐草

を交差 させ る。唐草文 は曲線的 に配 され、先端 は巻 き込み を意識す る。顎部 は曲線顎で あ

る。色調 は褐色 ～灰赤色の もの と、灰色 ～灰褐色の ものの 2種類 ある。焼成 は、酸化還元

焔焼成 と酸化烙焼成の両方が ある。 (図 5。 9～ 13、 図 6.14、 図 6.16～ 19)

軒平瓦① (B3種 ) おそ ら く均整唐革文。破 片資料 であ り、全体像、大 きさは不 明で
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ある。範幅の縮 小のためか、両端の跳 ね上が る唐革文の表現 が省略 され る。色調 は灰色 ～灰

褐色で、焼成 は概 ね違元贈焼成で ある。 (図 6.15)

軒平瓦④ (B4種 ) おそ ら く均整唐草文。破 片資料 であ り、全体像、大 きさは不 明で

ある。唐車文の表現 はやや 肉細 で、全体 的 に小 さな印象 を受 ける。 また、下外 区の表現 も

二重である (図 7.22)

軒平瓦⑤ (B5種 ) おそ ら く均整唐革文。破 片資料 で あ り、全体像、大 きさは不 明で

ある。外 区 に珠文帯 を持つ。 (図 7.25)

軒平瓦⑥ (B6種 ) 四重弧文。弧線 は範 に よる施文で ある。顎部 は曲線顎で あ る。色

調 は灰色 ～灰褐色 で、焼成 は概 ね還元烙焼成で ある。 (図 7.26～ 29)

丸瓦①  玉縁式丸瓦。凸面 はヘ ラ削 りが施 され、縄 目が あま り残 らない。凹面 は布 目が

明瞭 に残 る。幅広面 の長径 は約 15cm、 玉縁部 を除 く全長 は約 28cmで ある。胎土 は緻 密で還

元贈 で焼成 され る。 (図 8.30、 図 9,32)

丸瓦②  玉縁式丸瓦。凸面 の調整 は不 明瞭で あるが、縄 目がやや残 る ものの軽 くナデ調

整 が施 された もの と思 われ る。 凹面 は布 目が明瞭 に残 る。幅広面 の長径 は約 17cm、 玉縁部

を除 く全長 は約 29cmで あ る。胎上 に石英、長石、赤色 ス コ リア を多 く合 み、酸化焔 で焼成

され る。 (図 9.31)

丸瓦①  玉縁式丸瓦。凸面 の調整 は行 われず、縄 目が強 く残 る。玉縁部 を欠損す るため

全長 は不 明で あ る。残存す る側 の長径 は17cmで あ るが、厚 みが約 4 cmと かな り肉厚 な作 り

である。側面 も片側 を欠損す る ものの、残存す る側 には指頭 を一本ずつ押 し当てた ような

痕跡が残 る。他 の丸瓦 に比べ、縦方向 に扁平 印象 を受 ける。胎上 に石英、長石、赤色 ス コ

リア を多 く合 み酸化贈 で焼成 され る。道具瓦の可能性 も否定で きない。 (図 10.35)

平瓦①  一枚 造 りである。広端 と狭端 の差 が少 ない台形 を呈す る。凸面 に縄叩 き目を残

し、凹面 は布 目が残 され る もの、布 目の上 に筋状 の圧痕 が残 る もの、 その圧痕 を調整 した

ものが ある。色調 は黒褐色で、焼成 は還元烙焼成で ある。 (図 11.36、 図 12.38、 39、 図 13.

41、  優コ14.42、  43)

平瓦②  一枚 造 りである。広端 と狭端 の差 が少 ない台形 を呈す る。凸面 に縄 叩 き目を残

し、凹面 は調整 され無文で ある。胎土 に石英、長石、赤色 ス コ リア を多 く含 む。二種類 の

米占土 を混ぜ て作 ってい るようで あるが、混 ざ りが弱 く灰 白色の粘上が著L舜魂 にやや残 る も

の もある。酸化烙 で焼成 され る。 (図 11.37、 図 13.40)

導  全て破 片で あ り、全体 の形が分 か る ものはない。長方形 の端部 を横 長 に置 くと、 そ

の上面 と下面 には縄 目が強 く残 され るが、端部 と両側面 はナデ調整が施 され る。酸化贈焼

成の もの と還元贈焼成の 2種類 が ある。 (図 15.44～ 47)

用途不明瓦  2点 出土 してい る。 ほぼ平板 に造成 され る。残 りが良い方の短辺 は約 37.5

cm、 長辺の うち残存す る最大で約 47cm、 厚 さ約 5.5cmが計測で きる。縄 叩 きの後、全面 にナ

デ調整が施 され る。残存す るほぼ 中央 に、1.8× 1.Ocmの 方形 の孔が両面 か ら穿子Lさ れ る。

(図 15.48、 図 16.49)

鬼瓦 鬼面文鬼瓦 が 1点 出土 してい る。眉 間の突起 の一部 か ら左 目の半分 にか けての破

片資料 である。周縁 は素文で あ り、全体 的 に彫 が浅 く平面的で ある。灰黄色 を呈 し、還元

焔焼成であ る。 (図 16.50)な お、図版 には甲斐国分寺の鬼瓦 を利用 させ ていただいた。

2 土器類

瓦類 に比べ ると、 その出土量 は圧倒 的 に少 ない。土師器が大半 を占め、須 恵器 は不蓋 2

点 (図 17.12、 13)が 出土 してい るのみである。

古墳時代  図 4.1～ 3、 7は、扁平 な半球形 の底部 の上 に稜 を持 ち、日縁部がやや外反

気味 に直立す るlThで ある。調整 はヘ ラ削 りを施 す。図 17.5、 6は 高邪で ある。邪、高邦 と
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も精製 した緻 密な胎土 を持 つ。図 17.8、  9、 20～ 22は 甕の底部である。図 17.10は 手捏 ね

土器である。『山梨県史』 による古墳時代土器編年 でⅥI期 に該 当す る。

平安時代  図 17.14～ 19、 23～ 26は 邪であ る。外面 にヘ ラ削 り、内面 に暗文 を施す。図 17.

11は 宝珠 型 ツマ ミを持つ不蓋であ る。『山梨県史』に よる奈良 。平安時代土器編年で V～Ⅵ

期 に該 当す る。

ま  と  め

先学の指摘 の通 り、 甲斐 国分寺 出土の もの とほぼ同範、同種類 の瓦類 が出上 した。前述

の とお り出上 した瓦類 のほ とん どが破損 した り、窯変 した ものであ るこ とか ら、窯出 しの

後製品 として使用 に堪 えない もの を一括 して廃棄 した もの と考 え られ る。 また、須 恵器が

ほ とん ど出土 していないこ とか ら、上土器窯跡 は瓦 陶兼業窯で はな く、瓦専用の窯だ った

と考 え られ る。

本窯跡 は、市史編 さん室で調査 した本地点東側 に位置す る 1基 と、県教委が調査 した本

調査地点の 1区南側 にあた る 1基 と、今 回調査 した10区の 1基の合計 3基が想定 され る。

それぞれすべ てが灰原 と推 定 され る部分 のみであ るため、窯本体 がかつて存在 した徴 高地

は土取 りに よって削平 されて しまった もの と想定 され る。   (信 藤祐仁 。平塚 洋一 )

ぷ∈=調査範囲

O              10m

図 1 上土器遺跡 トレンチ配置図
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＼
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写真 1 調査区 1～ 4区 写真 2 調査区 4～ 6区

写真 4 3区瓦出土状況

写真 3 3区 瓦出土状況

写真 5 10区瓦出土状況

写真 6 10区瓦出土状況
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図 23区 瓦 集 中状 況
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図 4軒 丸 瓦
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図 6 軒 平 瓦 (1)

-67-



|

0                      〕Oon

図 7軒 平 瓦 (2)

-68-



30

31

丸 瓦 (1)
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図 10丸 瓦 (3)
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図 12平 瓦 (2)
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図 13平 瓦 (3)
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上土器遺跡瓦観察表 単位 i cm

番号 瓦 種 籠種 直 径  ・ 厚 さ 色 調 文 様

軒丸瓦 Al 17.5 灰褐色 素弁 8棄蓮華文

2 軒丸瓦 Al 灰褐色 素弁 8葉蓮華文

3 軒丸瓦 A2 灰褐色 素弁 8葉蓮華文

軒丸瓦 A2 灰褐色 素弁 8葉蓮華文

5 軒丸瓦 不 明 (17.0) 灰色 素弁 8葉蓮華文

6 軒丸瓦 Al (16.0) 灰白色 素弁 8葉蓬華文

軒丸瓦 Al (16.0) 灰褐色 素弁 8葉蓮華文

軒平冗 Bl 7.4/4.4 灰色 均整唐草文

9 軒平瓦 B2 灰褐色 均整唐車文

軒平瓦 B2 78/3.1 灰褐色 均整唐車文

軒平瓦 B2 灰責褐色 均整唐革文

軒平瓦 B2 赤褐色 均整唐革文

軒平瓦 B2 灰色 均整唐革文

軒平瓦 B2 灰褐色 均整唐車文

軒平瓦 B3 灰責色 均整唐革文

軒平瓦 B2 7.2/4.5 灰橙色 均整唐車文

軒平瓦 B2 7.4/4.0 灰赤色 均整唐草文

軒平瓦 B2 灰色 均整唐草文

軒平瓦 B2 灰褐色 均整唐草文

軒平瓦 不 明 灰 色 均整唐車文

軒平瓦 不 明 灰色 均整唐車文

軒平瓦 B4 灰褐色 均整唐車文

軒平瓦 不 明 灰赤色 均整唐革文

軒平瓦 不 明 灰責褐色 均整唐車文

軒平瓦 B5 灰白色 均整唐車文

軒平瓦 B6 灰色 3重弧文

軒平瓦 B6 9,9/5.2 灰 色 3重弧文

軒平瓦 B6 9.0/ 灰褐色 3重弧文

軒平瓦 B6 7.3/3.2 灰色 3重弧文

丸瓦 縦 32.0・ 横 15。 3  2.6 灰褐色 表 ケズリ/裏 布目
丸瓦 縦 30.1・ 横 16.8  2.6 明茶褐色 表 ナデ/裏 布 目

丸瓦 縦 31.7・ 横 15.2  2.0 灰色 表 ナデ・叩目/裏 布目
丸 瓦 縦 34.7・ 横 16.4  2.5 明茶褐色 表 ナデ/裏 叩目
丸瓦 縦 33.4・ 横 -   2.5 灰白色 表 ナデ/裏 布目
丸瓦 縦 ― ・横 -  4.0 明茶褐色 表 縦方向縄目/裏 布 目

平瓦 縦 30.0。 横 24.0  22 灰赤色 表 布目上に叩目/裏 縄目上に叩目
37 平瓦 縦 ― ・横 27.7  3.0 明茶褐色 表 ナデ/裏 縄目

平瓦 縦 ― ・横 ―   ― 灰褐色 表 ナデ・叩目/裏 縄 目

平瓦 縦 33.0。 横 26.5  3.0 灰色 表 布目・叩目/裏 縄 目

平瓦 縦 34.0・ 横 -   2.4 灰褐色 表 ナデ/裏 縄目 叩 目

平瓦 縦 38.0・ 横 22.2  2.7 灰褐色 表 ナデ・叩目/裏 縄 目

平瓦 縦 ― ・横 23.8  1.9 灰褐色 表 ナデ・叩目/裏 縄 目

平瓦 縦 31.2・ 横 29.8  2.0 灰褐色 表 ナデ・叩目/裏 縄目
嬉 縦 ― ・横 8.5  7.0 灰色 表 裏 縄目/側面 ナ デ

埓 縦 ― ・横 8.5  7.4 明赤褐色 ナデか

尊 縦  ― ・横 9.2  9.0 明赤褐色 ナデか

尊 縦 ― ・横 8.5  6.3 灰色 口「 目

埓 縦 ― ・横 -  6.2 灰褐色 一部叩目あり

49 導ヵ 縦 47.0・ 横 37.5・ 5.5 1灰褐色 方形の穴あり

50 鬼瓦 横 ― ・ 4.5縦 灰 白色
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ヽ に短

図18出 土 遺 物 (2)

表 1 上土器遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番 号
種  別

器   種
法 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 日  径 ・ 器

と 土  器 耳 (137)。 (72)・ (135)
日縁 部 ～

底 部

ミガキ
外面赤色塗彩

金雲母・ 長石・赤色粒子 良 暗赤 10R3/6

2 土  器 邦 (172)・ (55)。 (166)
日縁部 ～

体部

外面下部ヘ ラ削 り

赤色塗彩
金雲母・長石 。赤色粒子 良 灰褐 7 5YR 6/2

3 土   器 邪 (108)・  ― ・ ―
日縁部 ～

体言[

ナデ

外面赤色塗彩
金婁母・赤色粒子 良 にぶい橙 5YR 6/4

4 土   器 邪 (80)・  ―  ・ ―
日縁 部 ～

底 部
ナ デ 金雲母・ 長石・赤色粒子 良

内)黒 10YR 2/1
外)明 赤褐 5YR 5/6

5 土   器 高邪 (170)・  ― ・ ―
日縁音5～
胴部

ナデ

外面赤色塗彩
金雲母・長石 良 明赤褐 5YR 5/6

6 土   器 高 不 (170)・  ― ・ ― 脚 部 ヘラ削 り 金雲母・赤色粒子 良
にぶい責橙 10YR
7/4

7 土   器 邪 (112)・  ― ・ ―
日縁 部 ～

体 吉Б
ヘラ削 り 釜_T母・長石・赤色粒子 良

内)黒 10YR 2/1
外)明 赤褐 5YR 5/6

8 土   器 壷か甕 (190)。  ― ・ ― 日縁部 ナ デ 釜雲母 。長石・ 石芙・赤色粒子 良 橙 7 5YR 6/6

9 土   器 甕か (170)・  ― ・ ―
日縁部 ～

頸都

内面ヘ ラ削 り

外面ハケ
金雲母・長石・ 石英 良 橙 5YR 6/6

土   器 邸
日縁苦[～

底部
指頭痕 金雲母 。長石・赤色粒子 良 にぶい橙 7 5YR 7/3

11 土   器 蓋 ― ・ ― 。(32) 体吉

“

ロクロ 金雲母 長

内)にない橙 7 5YR
7/3

外)にぶい橙 7 5YR
7/4

須 恵 器 蓋 (139)・  ― ・ ― 日縁吉Б ロクロ 金雲母・長石 良 灰 10Y

13 土  器 蓋 (180)・  ― ・ ― 日縁部 ナデか 金雲母・ 赤色粒子 良 橙 5YR

14 土   器 蓋 (137)。  一 ・ ― 日縁部 ロクロ 金雲母・ 赤色粒子 良 にぶい橙 7 5YR 7/4

土   器 郭 (140)・  ― ・ ―
日縁部 ～

体部
ナデ 金雲母・赤色粒子 長 にぶい橙 7 5YR 7/4

土   器 不 (114)・  ―  ・  ―
日縁吉[～

体部

ロクロ

外面下部削り
赤色粒子 良 におゞしヽ橙 7 5YR 7/4

17 土   器 不 (109)。 (39)。 (52)
日縁音Б～

底部

ロクロ

外面下部削り
金雲母・ 赤色粒子 良 におゞい橙 7 5YR 7/4

土   器 ITh (120)・  ― ・ ―
日縁言5～

体部
ナ デ 金雲母・赤色粒子 良 橙 75YR 7/6

土   器 邪 (120)・  ― ・ ―
日縁吉[～

体言[

ロクロ 缶雲母・赤色粒子 良
にぶい黄橙 10YR
7/4
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表 2 上土器遺跡出土遺物観察表 ( )復元値、単位 (cm)

番号
種   別

器   種
法    量 (cm)

部 位 調 整 な ど :ヒ 焼 成 色 調 備  考
臆   地 日 得・ 器 檬i・ 底 径

Ji  器 杯 ― ・ ― 。(70) 底 都
ロクロ

内面暗文
密 良 におゞい橙 7 5YR 7/4

上   器 郭 ― ・ ― 。(72) 底部
ロクロ

内面暗文
長石・石央 良 にぶい橙 7 5YR 7/3

土   器 不 ― ・ ― ・(56) 体都 ～

底部
ナ デ 釜雲母・長石・石英・ 赤色粒子 良 によい橙 7 5YR 6/4

ti  器 郷 ―  ・  ― ・(78) 底 部 ナ デ 釜雲母 。赤色粒子 良 明赤褐 10YR 7/6

土   器 イ ― ・ ― 。(90) 底部
ロクロ

内面に暗文
密 艮 にム|い橙 7 5YR 7/4

土   器 邸 ― ・ ― ・(64) 底部
ロクロ

内面に暗文
密 良 浅黄橙 10YR 8/3

上   器 鉢 (213)・  ― ・ ― 日縁言Б ロクロ 長 石 良 にぶい橙 7 5YR 7/4

陶   器 甕か (300)・  ― ・ ― 日縁部 外面施釉 密 良好

土   器 甕 ―  ・ ― ・(62) 底部 ヘ ラ削 り 金雲母・長石・石芙・赤色粒子 良 橙 7 5YR 7/6

土   器 五か甕 ― ・ ― 。(70) 底 部 ナ デ 金雲母・ 赤色粒子 良 橙 7 5YR 6/6

士 器 一空 (90)・  ― ・ ― 底 部 ヘ ラ削 り 金雲母・ 長石・石英・ 赤色粒子 良 橙 5YR 6/8

土 器 主か甕 ―  ・ ― 。(100) 底 部 ヘ ラ削 り 金_T母・長石・赤色粒子 良 橙 5YR

土 器 重か甕 ― ・ ― ・(122) 底 部
内面ナデ

外面ヘ ラ削 り
金雲母 長石・ 赤色粒子 良 灰白 7 5YR 8/2

土 器 壷か甕 ― ・  ― ・ (42) 底部 ナデ 金雲母・ 赤色粒子 良 1表責橙 7 5YR 8/4

/ 6

調 査 位 置

調 査 原 因者

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

耳ヨ斥子可ご鴻貨刑罠田丁465-2雇ξナ也十也

個 人

給 油所 建 設工 事

糸9132.O m2

平 成 6年 3月 22日 ～ 23日

信 藤祐 仁

調 査 の概 要

山梨 県教 育 委 員 会 が、昭 和 50年度 に調 査 した跨 線橋 建 設 南地 点 の西 南側 に位 置 す る。 予

定地 内 に、 南 北 30m× 2mの トレ ンチ 2本 とその 中央 に東 西 方 向26m× 2mの トレ ンチ を

H字状 に設定 した。 ただ し、予 定地 内 に東 西 方 向 に道路 が走 って い るため、 南 北 トレ ンチ

で 10m分 それ ぞれ 除外 した。 重機 で掘 削 して、埋蔵 文化 財 の有 無 と土 層 の堆積 状 況 を確 認

した。

ま  と  め

調 査 区 は工 事 現 場 の資材 置 き場 で あ った。深 さ1.5mま で掘 削 したが、すべ て以 前 の攪 乱

を受 けて お り、遺 物・ 遺構 と もに確 認 で きなか った。          (信 藤祐 仁 )
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図版 1 小瀬氏館跡遺跡出土遺物 (1)
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小 瀬 氏 館 跡 遺 跡 出 上 遺 物 (2)

鶴 ゆ

宮ノ脇遺跡出土遺物

緑が丘―丁 目遺跡出上遺物

図版2 小瀬氏館跡遺跡・宮ノ脇遺跡・工業技術センター予定地・八木沢遺跡・緑が丘―丁目遺跡出土遺物
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図版 3 寿・宝区画整理予定地出土遺物 (1)

Ⅷ
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寿。宝区画整理予定地出上遺物 (2)

大 坪 遺 跡 出 土 遺 物 緑が丘一丁 目遺跡出土遺物

図版4寿・宝区画整理予定地・大坪遺跡・緑が丘―丁目遺跡出土遺物
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図版 5朝 気遺跡 (Ⅵ 次調査)出 土遺物
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図版 6 朝気遺跡出土遺物
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墨 書 土 器

図版 7 外河原デクヤ遺跡出土遺物
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図版 8朝気遺跡 (Ⅷ次調査)出土遺物
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図版 9 高源寺経塚出土遺物
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図版 10 上土器遺跡出土瓦
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図版 11 上土器遺跡出土瓦
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上土器遺跡出土瓦類
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図版 12



図版13 上上器遺跡出土瓦類
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図版 14 上土器遺跡出土遺物
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